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書
評
論
文ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ジ
ョ
ビ
ー
著
『
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
（
一
六
〇
〇
〜
一
九
〇
〇
）

―
―
徳
川
・
明
治
日
本
に
お
け
る
接
触
言
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
化
的
・
社
会
言
語
学
的
研
究
』

を
読
ん
で

松
田
　
清

は
じ
め
に

　
本
書

T
he D

utch Language in Japan (1600–1900): A
 C

ultural and 

Sociolinguistic Study of D
utch as a C

ontact Language in Tokugaw
a and M

eiji 

Japan.

は
︑﹁
オ
ラ
ン
ダ
語
が
徳
川
日
本
に
入
り
他
言
語
と
接
触
し
た
と
き
何
が

起
き
た
の
か
﹂
と
い
う
問
い
を
立
て
︑
こ
れ
に
答
え
る
べ
く
﹁
日
本
に
お
け
る

オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
と
使
用
に
関
す
る
包
括
的
分
析
﹂
を
行
っ
た
学
術
書
で
あ

る
︒
研
究
対
象
は
一
六
〇
〇
年
︑
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
豊
後
に
漂
着
し
︑

乗
組
員
が
上
陸
し
た
時
か
ら
三
百
年
間
に
日
本
で
使
用
さ
れ
た
﹁
さ
ま
ざ
ま
な

オ
ラ
ン
ダ
語
﹂（varieties of D

utch

（
で
あ
る
︒

Christopher Joby, The Dutch Language in Japan 
（1600–1900）: A Cultural and Sociolinguistic Study 
of Dutch as a Contact Language in Tokugawa and 
Meiji Japan. Brill, 2021
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オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
六
〇
二
~
一
七
九
九
（
の
数
多
く
の
商
館
中
︑

喜
望
峰
か
ら
最
も
東
に
位
置
す
る
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
（
一
六
〇
九
~
一
六
四

〇
（︑
つ
い
で
長
崎
の
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
（
一
六
四
一
~
一
八
六
〇
（
に
は
︑
船

乗
り
︑
商
館
長
・
商
館
員
︑
外
科
医
︑
商
人
︑
商
館
の
使
用
人
（
日
本
人
も
含

む
（・
奴
隷
な
ど
か
ら
な
る
多
国
籍
の
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
者
た
ち
が
い
た
︒
彼

ら
は
遊
女
︑
通
詞
︑
各
地
の
商
人
︑
医
師
︑
大
名
や
そ
の
家
臣
︑
将
軍
の
重
臣

か
ら
下
級
の
幕
臣
に
い
た
る
ま
で
︑
実
に
多
様
な
日
本
語
使
用
者
の
﹁
さ
ま
ざ

ま
な
日
本
語
﹂
や
﹁
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ラ
ン
ダ
語
﹂
に
接
し
た
︒
ま
た
︑
蘭
学
者

や
蘭
学
塾
の
学
生
︑
在
村
の
医
師
た
ち
︑
絵
師
や
戯
作
者
な
ど
も
︑
書
物
（
多

く
は
書
写
さ
れ
て
流
通
し
た
（
を
介
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
接
し
た
︒

　
著
者
は
こ
の
﹁
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ラ
ン
ダ
語
﹂
と
﹁
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
語
﹂
の

接
触
の
物
語
を
︑
通
時
的
な
文
化
史
的
記
述
と
共
時
的
な
社
会
言
語
学
的
分
析

を
織
り
交
ぜ
て
︑﹁
十
分
に
日
本
語
に
通
じ
て
い
な
い
研
究
者
﹂
の
た
め
に
叙
述

し
て
い
る
︒
社
会
言
語
学
的
分
析
の
例
を
あ
げ
れ
ば
︑
著
者
は
言
語
使
用
中
に

戦
略
的
に
他
言
語
に
切
り
替
え
る
﹁
コ
ー
ド
・
ス
ウ
ィ
ッ
チ
ン
グ
﹂（
例
:
手
紙

の
冒
頭
や
末
尾
で
の
ラ
テ
ン
語
使
用
︑
文
中
に
原
語
で
引
用
さ
れ
る
発
話
や
諺
な
ど
（︑

他
文
化
に
固
有
で
自
文
化
に
な
い
事
物
を
原
語
で
指
し
示
す
穴
埋
め
﹁
ギ
ャ
ッ

プ
・
フ
ィ
リ
ン
グ
﹂（
例
:
重
箱
をgioubackje

︑
乗
り
物
をnorim

on

と
呼
ぶ
（
な

ど
の
現
象
例
を
収
集
す
る
︒
ま
た
︑
多
言
語
社
会
の
な
か
で
他
言
語
に
比
し
て

よ
り
広
い
通
用
勢
力
を
有
す
る
Ｌ
Ｗ
Ｃ
（Language of W

ider C
om

m
unication

︑

広
域
通
用
語
（
の
概
念
を
︑
リ
ー
フ
デ
号
漂
着
当
時
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放

（
一
六
三
六
（
の
数
十
年
後
に
至
る
ま
で
︑
長
期
間
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
て
優
勢

を
保
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
︑
一
八
六
〇
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
駆
逐
し

て
い
っ
た
英
語
に
適
用
す
る
︒

　
著
者
は
ま
た
︑
本
書
の
随
所
で
︑
日
本
に
お
け
る
接
触
言
語
と
し
て
の
オ
ラ

ン
ダ
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
︑
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
を
援
用
し
た
用
語

で
規
定
し
︑
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
終
章
（
で
要
約
し
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
エ
ム
ポ

リ
オ
レ
ク
ト
（em

poliolect

︑
交
易
語
（︑
サ
ー
レ
ク
ト
（thurlect

︑
他
言
語
学
習
の

た
め
の
媒
介
語
（︑
リ
ン
ギ
フ
ァ
ー
（linguifer

︑
ラ
テ
ン
語
な
ど
を
伝
え
た
導
引
語
（︑

メ
タ
レ
ク
ト
（m

etalect

︑
科
学
知
識
摂
取
の
た
め
の
高
次
語
（
等
々
の
用
語
で
あ

る
︒
さ
ら
に
︑
漢
学
を
素
養
と
し
た
蘭
学
者
た
ち
の
漢
文
読
解
式
翻
訳
法
を
解

釈
す
る
の
に
︑
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
のhabitus

（
社
会
的
習
慣
（

概
念
を
︑
大
槻
玄
沢
﹃
蘭
畹
摘
芳
﹄
の
挿
絵
に
加
え
ら
れ
た
漢
字
や
片
仮
名
に

よ
る
ラ
テ
ン
名
︑
和
名
︑
漢
名
の
混
在
を
説
明
す
る
の
に
︑
バ
フ
チ
ン
の
ヘ
テ

ロ
グ
ロ
シ
ア
（heteroglossia

︑
同
一
作
品
中
の
異
語
併
用
（
の
概
念
を
援
用
す
る
︒

　
し
た
が
っ
て
︑
本
書
は
本
来
︑
社
会
言
語
学
者
が
書
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

門
外
漢
の
評
者
に
書
評
の
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
の
は
︑
著
者
の
研
究
方
法
に
由

来
す
る
か
も
し
れ
な
い
︒
著
者
は
平
戸
や
出
島
の
商
館
文
書
︑
ラ
イ
デ
ン
大
学

図
書
館
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
国
内
所
蔵
の
和
書
︑
商
館
長
イ
サ
ー
ク
・
テ
ィ
チ
ン

グ
が
福
知
山
藩
主
・
朽
木
昌
綱
や
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
と
交
わ
し
た
オ
ラ
ン
ダ

語
の
往
復
書
簡
（F. Lequin, （（（1 , （（（（

（
（
（

（︑
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
幕
府
旧
蔵
蘭

書
︑
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
松
浦（

（
（

静
山
旧
蔵
蘭
書
︑
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
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料
館
所
蔵
蘭
学
資
料
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︑
各
種

翻
刻
校
訂
資
料
︑
さ
ら
に
関
連
す
る
既
存
の
研
究
文
献
か
ら
︑
文
化
史
的
記
述

や
社
会
言
語
学
的
分
析
に
必
要
な
事
例
を
渉
猟
し
利
用
し
て
い
る
︒
研
究
文
献

に
は
︑
評
者
の
松
浦
静
山
旧
蔵
蘭
書
の
書
誌
的
研
究
（
二
〇
〇
〇
（
や
佐
賀
藩
旧

蔵
洋
書
目
録
復
元
目
録
（
二
〇
〇
二
（
も
含
ま
れ
て
い
る
︒

　
評
者
と
し
て
は
︑
本
書
を
通
読
し
て
目
に
と
ま
っ
た
事
例
や
問
題
点
を
章
ご

と
に
取
り
上
げ
︑
見
解
を
加
え
る
こ
と
で
責
め
を
塞
ぎ
た
い
︒

　
本
書
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
序
章
（
と
本
論
全
八
章
お
よ
び
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
終
章
（︑

文
献
目
録
︑
一
次
資
料
和
書
名
（
漢
字
表
記
添
え
（︑
非
和
漢
人
名
︑
和
漢
人
名

（
漢
字
表
記
添
え
（︑
事
項
・
地
名
索
引
か
ら
な
る
︒
漢
字
知
識
が
な
い
読
者
に
も

配
慮
し
︑
本
文
お
よ
び
脚
注
に
お
け
る
漢
字
表
記
は
希
少
で
あ
る
︒
漢
字
あ
る

い
は
漢
字
か
な
交
じ
り
文
の
挿
入
に
は
英
訳
を
添
え
て
い
る
︒
プ
ロ
ロ
ー
グ
の

前
に
︑
採
用
し
た
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
法
︑
日
本
語
固
有
の
特
殊
用
語
解

説
を
置
く
︒
英
文
研
究
書
な
ら
で
は
の
配
慮
で
あ
る
︒

　
本
論
全
八
章
の
章
題
を
訳
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
主
に
文
化
史
的
な
記

述
か
ら
な
る
章
に
は
（
文
化
史
（︑
主
に
社
会
言
語
学
的
な
記
述
か
ら
な
る
章
に

は
（
言
語
学
（
の
ラ
ベ
ル
を
付
す
︒

　
第
一
章
　
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
既
習
得
者
た
ち 

（
文
化
史
（

　
第
二
章
　
徳
川
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習 

（
文
化
史
（

　
第
三
章
　
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
の
多
様
性 

（
文
化
史
（

　
第
四
章
　
言
語
接
触 

（
文
化
史
（

　
第
五
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
言
語
干
渉 

（
言
語
学
（

　
第
六
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
翻
訳 

（
文
化
史
（

　
第
七
章
　 

オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
日
本
語
の
語
彙
的
︑
統
辞
的
︑ 

表
記
的
干
渉 

（
言
語
学
（

　
第
八
章
　
言
語
移
行
と
言
語
後
退 

（
文
化
史
（

「
第
一
章
　
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
既
習
得
者
た
ち
」
に
つ
い
て

　
一
六
〇
〇
年
四
月
︑
漂
着
船
リ
ー
フ
デ
号
の
乗
組
員
生
存
者
十
八
名
の
う
ち
︑

イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
（
の
ち
三
浦
按
針
（
以
外
は
す
べ
て
北
オ

ラ
ン
ダ
出
身
の
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
︒
本
章
に
お
い
て
︑
著
者
は
オ
ラ
ン
ダ

語
既
習
得
者
を
オ
ラ
ン
ダ
人
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
西
欧
人
︑
日
本
人
以
外
の

非
西
欧
人
に
三
区
分
し
︑
区
分
ご
と
に
日
本
語
学
習
例
を
二
次
資
料
に
依
拠
し

な
が
ら
︑
ほ
ぼ
時
代
順
に
記
述
す
る
︒
平
戸
商
館
に
雇
用
さ
れ
最
初
の
日
蘭
両

語
の
通
訳
と
な
っ
た
リ
ー
フ
デ
号
乗
組
員
の
名
を
本
文
で
は
（D

e Lange （11（

（

に
よ
っ
て
︑Jan C

ousynen

（
ヤ
ン
・
カ
ウ
セ
ネ
ン
（
と
し
︑
脚
注
で
はV

iallé and 

C
ryns 

（（1（（

（
の
読
みC

ousynsen

（
カ
ウ
セ
イ
ン
セ
ン
（
を
示
す
が
︑
両
論
併

記
の
形
だ
︒
平
戸
商
館
文
書
の
難
読
さ
を
想
起
さ
せ
る
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
語
既
習
得
者
た
ち
は
︑
出
島
に
商
館
が
移
っ
て
か
ら
は
日
本
語
学

習
が
禁
止
さ
れ
︑
商
館
雇
用
の
通
訳
も
廃
止
さ
れ
︑
長
崎
奉
行
所
の
監
督
す
る



188

日
本
人
通
詞
と
︑
は
じ
め
﹁
数
十
年
﹂（
著
者
に
よ
る
（
は
主
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
︑
つ
い
で
幕
末
ま
で
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
て
接
触
す
る
よ
う
に
な

る
︒
そ
の
な
か
で
日
本
語
を
学
ん
だ
﹁
傑
出
し
た
﹂
オ
ラ
ン
ダ
人
商
館
長
と
し

て
︑
著
者
は
朽
木
昌
綱
や
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
文
通
し
た

テ
ィ
チ
ン
グ
と
蘭
和
辞
典
﹁
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
﹂
を
編
纂
し
た
ド
ゥ
ー
フ
︑
日

本
語
文
法
書
を
著
し
た
最
後
の
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
を
挙
げ
る
︒

　
ま
た
︑
ド
イ
ツ
人
商
館
長
ク
ラ
イ
エ
ル
（
在
任
一
六
八
二
~
一
六
八
三
︑
一
六

八
四
~
一
六
八
五
（
を
挙
げ
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
で
商
館
長
日
誌
や
書
簡
を
書
き
︑
個

人
的
に
同
胞
の
ゲ
オ
ル
グ
・
マ
イ
ス
タ
ー
を
雇
用
し
た
と
記
載
す
る
︒
言
語
接

触
を
テ
ー
マ
に
す
る
本
書
で
マ
イ
ス
タ
ー
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
︑
そ
の
重
要
な

著
作
﹃
東
印
度
の
庭
師
﹄（
ド
レ
ス
デ
ン
︑
一
六
九
二
（
に
は
言
及
が
な
い
︒
収

録
さ
れ
た
日
本
人
と
の
会
話
録
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
た
め
︑
無
視
さ
れ
た

か
も
知
れ
な
い
︒

　
日
本
人
以
外
の
非
西
欧
人
と
し
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
使
用
人
（
ジ
ャ
ワ
人
（

や
奴
隷
（
マ
レ
ー
人
（
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
著
者
は
︑
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
の

現
地
人
の
間
で
広
域
通
用
語
で
あ
っ
た
ク
レ
オ
ー
ル
化
し
た
植
民
地
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
（Low

 Portuguese

（
を
使
用
し
︑
片
言
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
混
ぜ
て
話
し
た
と

推
定
す
る
︒
脚
注
で
は
︑
司
馬
江
漢
に
依
拠
し
て
︑
奴
隷
が
日
本
人
か
ら
﹁
黒

ん
ぼ
﹂
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

（
（

︒
評
者
と
し
て
は
︑
松
浦
静
山
が
商
館

長
ロ
ン
ベ
ル
フ
の
従
僕
ド
ル
（
十
七
歳
（
に
書
か
せ
た
﹁
マ
レ
ー
文
字
﹂
を
︑
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
・
本
木
良
永
に
解
題
さ
せ
て
︑
愛
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
付
け
加
え

た
い（

（
（

︒「
第
二
章
　
徳
川
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
」
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
主
と
し
てD

e G
root

やW
olfgang M

ichel

の
業
績
に
依
拠
し
て
︑

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
︑
蘭
学
者
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
事
例
︑﹁
知
識
交
流
の
場
﹂

（loci for Intellectual Exchange

（︑
私
塾
︑
つ
い
で
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
教
材

（
単
語
帳
︑
辞
書
︑
文
法
書
（
の
移
入
・
発
達
史
が
記
述
さ
れ
る
︒

　
出
島
商
館
時
代
の
初
期
（
一
六
四
一
~
一
六
七
〇
（
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
し
て
︑

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
両
語
に
通
じ
た
秀
島
藤
左
衛
門
と
西
玄
甫
︑
オ

ラ
ン
ダ
語
に
優
れ
た
志
筑
孫
兵
衛
の
事
績
を
述
べ
た
後
︑
著
者
は
一
六
七
〇
年

代
か
ら
︑
し
ば
し
ば
長
崎
奉
行
が
通
詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
力
向
上
の
た
め
に
通
詞

に
研
修
を
命
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
な
か
な
か
向
上
し
な
か
っ
た
原
因
と
し

て
︑
発
音
練
習
に
カ
ナ
文
字
を
使
用
し
た
こ
と
︑
通
詞
が
世
襲
職
で
あ
っ
た
こ

と
︑
語
句
の
暗
誦
に
終
始
し
文
の
構
造
を
理
解
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
︑
さ
ら
に

通
詞
仲
間
の
ギ
ル
ド
的
な
秘
密
主
義
をD

e G
root

に
よ
っ
て
挙
げ
る
︒
著
者
は

そ
の
秘
密
主
義
を
も
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
が
﹁
ク
リ
プ
ト
レ
ク
ト
﹂（cryptolect

︑

秘
密
語
（
で
あ
っ
た
と
し
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
使
用
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
も
︑
オ

ラ
ン
ダ
語
力
不
足
の
原
因
に
加
え
る
︒

　
商
館
医
ケ
ン
ペ
ル
（
滞
日
一
六
九
〇
~
一
六
九
二
（
に
助
手
と
し
て
雇
用
さ
れ
︑

ケ
ン
ペ
ル
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
み
書
き
・
文
法
の
特
訓
を
受
け
た
今
村
源
右
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衛
門
が
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
︑
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
能
力
の

低
さ
が
歴
代
商
館
長
の
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
こ
と
は
︑
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒

　﹁
知
識
交
流
の
場
﹂
と
し
て
︑
将
軍
家
侍
医
桂
川
家
の
サ
ロ
ン
﹁
和
蘭
座
敷
﹂︑

長
崎
の
吉
雄
耕
牛
宅
の
﹁
紅
毛
座
敷
﹂
を
挙
げ
る
が
︑
大
槻
玄
沢
﹃
西
賓
対
晤
﹄

か
ら
片
仮
名
表
記
や
オ
ラ
ン
ダ
語
の
諺
を
引
用
し
つ
つ
︑
玄
沢
ら
江
戸
の
蘭
学

者
や
蘭
癖
大
名
が
通
っ
た
長
崎
屋
は
わ
ず
か
に
︑
芝
蘭
堂
に
近
い
こ
と
だ
け
が

（H
esselink （（（（

（
に
よ
っ
て
示
さ
れ
︑﹁
知
識
交
流
の
場
﹂
と
し
て
の
記
述
は
な

い
︒

　
蘭
学
塾
と
し
て
︑
玄
沢
の
芝
蘭
堂
の
次
に
︑（Screech （（（（

（
に
よ
り
︑
門
人

六
百
人
余
を
数
え
た
耕
牛
の
私
塾
を
挙
げ
る
が
︑
そ
の
私
塾
名
﹁
成
秀
館
﹂
は

欠
落
し
て
い
る
︒
蘭
学
塾
の
嚆
矢
と
し
て
筆
頭
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
︒
芝
蘭

堂
の
語
義
に
つ
い
て
は
︑
優
秀
な
門
弟
が
輩
出
す
る
塾
︑
あ
る
い
は
徳
化
を
受

け
る
塾
と
い
う
普
通
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
な
い
（
本
書
七
五
頁 
注
（（
参
照
（︒

鳴
滝
塾
（
シ
ー
ボ
ル
ト
（︑
大
観
堂
（
高
野
長
英
（︑
日
習
堂
（
坪
井
信
道
（︑
象
先

堂
（
伊
東
玄
朴
（︑
適
塾
（
緒
方
洪
庵
（
を
列
挙
す
る
な
か
で
︑
仙
台
藩
の
医
学

館
（
佐
々
木
仲
沢
（
を
（G
oodm

an （1（（

（
か
ら
引
用
す
る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
は

私
塾
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
長
英
に
蘭
学
を
学
ん
だ
内
田
五
観
の
数
学
塾
﹁
瑪マ

得テ

瑪マ

弟テ

加カ

﹂
塾
が
紹
介
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
教
材
は
︑
単
語
帳
と
し
て
今
村
源
右
衛
門
﹃
和
蘭
称
謂
﹄︑

新
井
白
石
﹃
外
国
之
事
調
書
﹄︑
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
長
崎
で

作
成
さ
れ
た
一
連
の
イ
ロ
ハ
引
き
医
薬
用
語
集
い
わ
ゆ
る
﹁
阿
蘭
陀
口
書
﹂︑
青

木
昆
陽
﹃
阿
蘭
陀
文
字
略
考
﹄﹃
和
蘭
文
訳
﹄
を
紹
介
す
る
︒
つ
い
で
︑
舶
載
辞

典
と
し
て
︑H

alm
a

︑M
arin

の
各
蘭
仏
辞
典
︑M

eijer

のW
oordenschat

（
辞

学
宝
函
（︑
舶
載
の
文
法
書
と
し
て
︑
朽
木
昌
綱
が
テ
ィ
チ
ン
グ
か
ら
入
手
し
た

M
arin （（（（（

（︑C
ornelle （（（（（

（
の
各
蘭
仏
対
訳
文
法
︑M

oonen （（（1（

（
の

蘭
文
法
︑
志
筑
忠
雄
が
西
洋
文
法
研
究
開
拓
に
利
用
し
たSew

el

蘭
文
法

（（（1（

（︑
幕
末
に
写
本
︑
復
刻
に
よ
っ
て
普
及
し
たSiegenbeek

の
文
法
書

G
ram

m
atica （（（（（

（
とSyntaxis （（（（1

（︑W
eiland

の
蘭
文
法
を
挙
げ
る
︒

　Siegenbeek

の
両
文
法
書
は
︑
ラ
テ
ン
語
文
法
に
基
づ
く
古
風
な
オ
ラ
ン
ダ

語
例
文
ば
か
り
で
︑
現
用
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
べ
な
い
（
八
五
頁
（︑
と
の
指
摘
は

も
っ
と
も
だ
が
︑
漢
学
で
育
っ
た
蘭
学
生
が
西
洋
文
法
の
骨
格
を
学
ぶ
の
に
適

し
た
面
も
あ
る
︒

　
蘭
学
者
の
著
し
た
教
材
と
し
て
︑
大
槻
玄
沢
﹃
蘭
学
階
梯
﹄（
一
七
八
八
（︑
森

島
中
良
﹃
蛮
語
箋
﹄（
一
七
九
八
（︑
箕
作
阮
甫
﹃
改
正
増
補
蛮
語
箋
﹄（
一
八
四

八
（︑
辞
書
と
し
て
稲
村
三
伯
﹃
ハ
ル
マ
和
解
（
江
戸
ハ
ル
マ
（﹄（
一
七
九
六
（︑
そ

の
縮
約
版
で
あ
る
藤
林
普
山
﹃
訳
鍵
﹄（
一
八
一
〇
（︑
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
十

一
名
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
共
同
し
て
編
纂
し
た
﹃
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
（
長
崎
ハ

ル
マ
（﹄（
一
八
一
一
~
一
八
一
七
未
完
︑
一
八
三
四
成
（︑
馬
場
貞
由
﹃
蘭
語
訳
撰
﹄

（
一
八
一
〇
（︑
大
江
春
塘
﹃
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
﹄（
一
八
二
二
（︑﹃
ヅ
ー
フ
・
ハ

ル
マ
（
長
崎
ハ
ル
マ
（﹄
の
校
訂
版
で
あ
る
桂
川
甫
周
刊
﹃
和
蘭
字
彙
﹄（
一
八
五

五
~
一
八
五
七
（
を
記
述
す
る
︒

　﹃
蘭
学
階
梯
﹄
と
﹃
蛮
語
箋
﹄
を
論
じ
る
場
合
︑
両
者
が
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
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詞
の
蘭
語
学
習
法
や
職
業
的
な
必
要
か
ら
作
成
し
た
種
々
の
単
語
帳
を
典
拠

（
種
本
（
に
し
て
い
る
た
め
︑
通
詞
の
言
語
生
活
に
使
用
さ
れ
る
語
彙
（
唐
話
語

も
含
め
て
（
の
多
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
︒
ま
た
︑
著
者
は

（Tw
ine （（（（

（
に
よ
っ
て
︑﹃
蘭
語
訳
撰
﹄
の
口
語
的
語
彙
と
文
法
を
指
摘
す
る

が
（
七
四
頁
（︑
本
書
は
節
用
集
を
範
に
取
り
︑
蘭
学
者
や
蘭
学
生
が
蘭
文
を
書

く
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
日
蘭
分
類
語
彙
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い（

（
（

︒

著
者
が
そ
の
組
版
と
参
照
の
複
雑
性
を
指
摘
す
る
（
七
九
頁
（
の
は
当
た
ら
な

い
︒

　﹃
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
﹄
の
典
拠
をM

eijer

のW
oordenschat

第
十
一
版

（D
ordrecht, （（1（

（
と
す
る
の
は
誤
り
で
︑
正
し
く
は
第
六
版
（Am

sterdam
, 

（（（（

（
の
第
一
部
﹁
外
来
語
﹂（bastaardt-w

oorden
（
で
あ
る
︒H

alm
a

やM
arin

の
蘭
仏
辞
典
は
見
出
し
語
が
双
解
さ
れ
︑
フ
ラ
ン
ス
語
知
識
な
し
に
簡
便
な

蘭
々
辞
典
と
し
て
使
用
で
き
る
が
︑
そ
の
見
出
し
語
は
ほ
と
ん
ど
純
粋
な
オ
ラ

ン
ダ
語
か
ら
な
り
︑
外
来
語
は
排
除
さ
れ
て
い
る
た
め
︑M

eijer
第
一
部
の
需

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
需
要
は
幕
末
に
盛
ん
に
舶
載
さ
れ
たW

eiland

の
術
語
辞
典
（K

unstw
oordeboek

（
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
︒
フ
ラ
ン
ス
語
や

ラ
テ
ン
語
か
ら
の
借
用
語
に
満
ち
た
こ
の
術
語
辞
典
は
幕
末
の
科
学
技
術
導
入

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
︑
本
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒

　
蘭
学
者
が
著
し
た
文
法
書
と
し
て
︑
志
筑
忠
雄
﹃
和
蘭
詞
品
考
﹄（
一
八
〇
四

か
（
と
志
筑
の
弟
子
・
馬
場
貞
由
の
﹃
和
蘭
文
範
摘
要
﹄（
一
八
一
四
（︑
藤
林
普

山
﹃
医
門
須
知
和
蘭
語
法
解
﹄（
一
八
一
一
（
と
飯
泉
士
譲
﹃
和
蘭
文
典
字
類
前

編
﹄（
一
八
五
六
（
を
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
︑﹁
和お
ら
ん
だ蘭

語ご

法ほ
う

解げ

﹂
を

O
randago hō kai

と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
︒
そ
の
馬
場
貞
由
の
オ
ラ
ン
ダ
語

序
文
の
主
旨
は
︑
著
者
の
藤
林
普
山
を
蘭
文
法
の
開
拓
者
で
あ
る
師
・
中
野
柳

甫
（
志
筑
忠
雄
の
蘭
語
学
者
と
し
て
の
別
名
（
の
門
流
に
位
置
づ
け
︑
蘭
学
生
を

導
く
松
明
と
し
て
﹃
和
蘭
語
法
解
﹄
を
推
薦
す
る
こ
と
に
あ
る
が
︑
著
者
は
こ

の
主
旨
を
伝
え
て
い
な
い
︒
序
文
中
の
﹁m

eester N
. liuho

﹂（
中
野
柳
圃
先
生
（

や
﹁Liuhoaanse leerregel

﹂（
柳
圃
の
門
流
（
の
語
句
を
見
落
と
し
た
よ
う
だ
︒

索
引
の
志
筑
忠
雄
に
中
野
柳
圃
の
別
名
が
欠
落
し
て
い
る
︒

「
第
三
章
　
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
の
多
様
性
」
に
つ
い
て

　
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
会
話
能
力
は
一
般
に
低
く
︑﹁
内
通
詞
﹂
と
呼
ば
れ
る
商
館

の
私
的
な
日
本
人
使
用
人
の
方
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
よ
り
も
会
話
能
力
が
高
か
っ

た
こ
と
が
︑
商
館
長
や
商
館
員
の
著
作
や
書
簡
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
る
（
九
四
頁
（︒
こ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
︒
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
仕
事
は
文

書
の
翻
訳
が
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
商
館
長
テ
ィ
チ
ン
グ
が
会
話
能
力

を
評
価
し
た
通
詞
と
し
て
名
村
元
次
郎
と
堀
門
十
郎
が
紹
介
さ
れ
る
︒
通
詞
が

公
式
文
書
で
し
ば
し
ば
自
分
の
名
前
を
ロ
ー
マ
字
で
署
名
し
た
例
と
し
て

M
otogi Enosin

（
本
木
栄
之
進
︑
本
木
良
永
（︑N

am
oera K

atsem
on

（
名
村
勝
右

衛
門
（
の
二
つ
を
（Screech （11（

（
か
ら
紹
介
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
本
書
で
は

N
aBa Ziubij

（
楢
林
重
兵
衛
（︑N

.S. Jeyzajem
on

（
西
栄
左
衛
門
（
の
よ
う
に
姓
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を
略
表
記
す
る
方
式
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒

　
ポ
ン
ペ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
講
義
を
行
い
︑
そ
れ
を
﹁
あ
る
長
崎
の
通
訳
者
﹂

（a N
agasaki interpreter

（
が
翻
訳
し
︑
そ
の
翻
訳
を
ポ
ン
ペ
の
門
人
・
松
本
良
順

が
写
し
て
︑
他
の
生
徒
に
広
ま
っ
た
︑
と
の
記
述
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
︒

ポ
ン
ペ
筆
の
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義
録
を
も
と
に
翻
訳
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
︑

そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義
録
も
ポ
ン
ペ
の
高
弟
た
ち
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
広
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
︒
読
者
はa N

agasaki interpreter

を
長
崎
通
詞
と
誤
解
し
か
ね

な
い
が
︑
実
際
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
優
れ
た
門
人
・
司
馬
凌
海
で
あ
っ
た
︒

　
日
本
人
の
文
法
的
に
優
れ
た
蘭
文
書
簡
と
し
て
︑
将
軍
家
侍
医
・
蘭
学
者
で

あ
っ
た
桂
川
甫
賢
（
国
寧
（
の
大
槻
平
次
郎
（
磐
渓
（
あ
て
書
簡
（
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
（
が
﹁FIG

U
R

E （  A letter from
 K

atsuragaw
a H

oan to Ō
tsuki 

Bankei 

（（（（（

（ W
U

L 

文
庫 1（  B1（（（

﹂
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
け
て
︑
カ

ラ
ー
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
本
書
で
︑
桂
川
甫
賢
に
一
貫
し
て
そ
の

幼
名H

oan

（
甫
安
（
を
使
用
す
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
︒

　
日
本
人
の
オ
ラ
ン
ダ
名
使
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
馬
場
貞
由
（
佐
十
郎
（

のAbraham

は
︑（G

oodm
an （1（（

（
に
よ
っ
て
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
与
え
た
名

前
と
す
る
が
︑
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
︒
商
館
員
た
ち
が
佐
十
郎
をAbraham

と
呼
ん
で
い
た
︑
と
ド
ゥ
ー
フ
が
回
想
録
で
述
べ
て
い
る
︒

　
本
章
で
例
示
さ
れ
る
﹁
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
の
多
様
性
﹂
は
実
に
多
方
面
に
わ

た
る
︒
摘
記
す
れ
ば
︑
森
島
中
良
﹃
紅
毛
雑
話
﹄︑
大
槻
玄
沢
﹃
蘭
説
弁
惑
﹄︑
司

馬
江
漢
﹃
西
遊
日
記
﹄
な
ど
の
著
作
に
見
ら
れ
る
仮
名
書
き
の
オ
ラ
ン
ダ
語
︑

石
川
大
浪
︑
司
馬
江
漢
︑
浮
世
絵
師
・
英
泉
︑
佐
竹
義
敦
︑
北
山
寒
巌
︑
川
原

慶
賀
︑
亜
欧
堂
田
善
な
ど
の
絵
画
作
品
の
オ
ラ
ン
ダ
語
サ
イ
ン
︑
出
島
医
師

フ
ェ
イ
ル
ケ
筆
富
士
山
図
の
ド
ゥ
ー
フ
蘭
文
賛
︑
磯
野
文
斎
﹃
長
崎
土
産
﹄
シ

リ
ー
ズ
や
長
崎
絵
（
冨と

嶋し
ま

屋や

︑
文
錦
堂
（
に
印
刷
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
︑
笹
屋
製

プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
蘭
文
︑
有
田
焼
や
コ
ン
プ
ラ
瓶
の
オ
ラ
ン
ダ
文
字
︑
長
崎
悟
真

寺
の
デ
ュ
ー
ル
コ
ー
プ
の
墓
や
掛
川（

（
（

の
ヘ
ン
ミ
イ
の
墓
に
刻
ま
れ
た
オ
ラ
ン
ダ

語
碑
文
︑
北
島
見
信
﹃
紅
毛
天
地
二
図
贅
説
﹄︑
本
木
良
永
﹃
阿
蘭
陀
地
図
略

説
﹄︑
朽
木
昌
綱
﹃
泰
西
輿
地
図
説
﹄︑
橋
本
宗
吉
﹃
喎
蘭
新
訳
地
球
図
説
﹄
な

ど
地
図
や
地
理
書
︑
ま
た
朽
木
昌
綱
﹃
西
洋
銭
譜
﹄
の
地
名
・
国
名
表
記
︑
佐

賀
藩
や
松
浦
静
山
収
集
の
蘭
書
目
録（

（
（

の
書
名
︑
朽
木
昌
綱
の
注
文
蘭
書
名
︑
な

ど
で
あ
る
︒

　
本
章
の
結
論
に
お
い
て
︑
著
者
は
徳
川
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
の

状
況
を
バ
フ
チ
ン
の
用
語
を
借
り
て
︑
ヘ
テ
ロ
グ
ロ
シ
ア
（
異
言
語
併
用
（
と
呼

び
な
が
ら
︑
同
時
代
に
漢
文
が
文
化
的
・
知
的
言
語
と
し
て
支
配
的
で
あ
っ
た

た
め
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
を
過
大
評
価
し
な
い
こ
と
︑
と
自
戒
し
て
い
る
︒
評

者
と
し
て
は
︑
本
書
の
第
六
章
へ
の
評
語
に
も
な
る
が
︑
ほ
と
ん
ど
が
儒
医
出

身
の
蘭
学
者
の
知
的
世
界
は
基
本
的
に
︑
漢
蘭
折
衷
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
い
︒
著
者
は
漢
蘭
を
競
争
関
係
に
あ
っ
た
と
捉
え
る
が
︑
実
態
か
ら
離
れ

て
い
る
︒
そ
れ
で
は
蘭
文
の
漢
訳
を
基
本
と
し
た
蘭
学
者
の
営
為
を
説
明
出
来

な
い
︒
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「
第
四
章
　
言
語
接
触
」
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
徳
川
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
と
他
言
語
（
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
・
文
言
・
漢
文
・
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
・
マ
レ
ー
語
・

満
州
語
な
ど
（
と
の
接
触
と
競
合
の
事
例
が
︑
他
言
語
ご
と
に
︑
社
会
言
語
学
的

と
い
う
よ
り
は
文
化
史
的
に
列
挙
さ
れ
る
︒

　
ま
ず
︑（Blussé et al. （（（（

（
な
ど
に
よ
り
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
の
日
本
語
学
習
が

公
的
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
日
本
語
に
通
じ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
国
外
追

放
に
遭
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
公
的
な
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
十
八
世
紀

以
降
︑
日
本
語
を
学
ん
だ
商
館
長
と
し
て
︑
通
詞
が
故
意
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳

さ
な
か
っ
た
日
本
語
を
理
解
し
て
い
た
テ
ィ
チ
ン
グ
を
（Lequin （1（（

（
に
よ
っ

て
挙
げ
る
︒
ま
た
︑
京
都
祇
園
二
軒
茶
屋
の
名
物
︑
豆
腐
切
り
を
み
て
︑
ロ
ー

マ
字
で
﹁
稲
妻
の
腕
か
い
な
を
借
ら
ん
草
枕
﹂
の
名
句
を
残
し
た
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
を
︑

（Vos （（（（

（
に
よ
り
挙
げ
る
︒

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
の
競
合
は
︑
一
六
三
九
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放
後
も
続

い
た
こ
と
は
︑
一
六
五
三
年
大
目
付
の
井
上
政
重
が
商
館
長
コ
イ
エ
ッ
ト
に
︑

ド
ド
ネ
ウ
ス
﹃
草
木
誌
﹄
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
で
き
る
オ

ラ
ン
ダ
人
が
い
な
い
か
︑
尋
ね
た
事
例
で
端
的
に
示
さ
れ
る
（
一
五
七
頁
（︒
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
が
広
域
通
用
語
（
Ｌ
Ｗ
Ｃ
（
と
し
て
支
配
的
で
あ
っ
た
原
因
と
し

て
︑
著
者
は
第
一
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
来
日
以
前
︑
五
十
年
間
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
日
本
人
と
西
欧
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ

と
︑
第
二
に
︑
商
人
の
言
葉
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
て
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
宣
教
師
の
言
葉
と
し
て
権
威
を
保
っ
た
こ
と
︑
第
三
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
比
し
て
︑
自
国
語
の
普
及
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
︑
第
四

に
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
へ
転
換
す
る
こ
と
が
通
詞
に
は
難
し

か
っ
た
こ
と
︑
を
挙
げ
る
︒
評
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放
後
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
支
配
力
を
も
っ
た
こ
と
を
直
接
示
す
ポ
ル
ト
ガ
ル
通
辞
資
料
を
知
ら
な
い
︒

本
書
も
オ
ラ
ン
ダ
側
の
間
接
的
な
証
言
に
も
っ
ぱ
ら
依
拠
し
て
い
る
︒
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
・
ラ
テ
ン
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
交
じ
り
の
カ
ナ
書
き
医
薬
語
集
の
成
立
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
通
辞
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
︒

　
ラ
テ
ン
語
と
の
競
合
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
︑
ケ
ン
ペ
ル
が
バ
タ

ヴ
ィ
ア
総
督
フ
ァ
ン
・
ア
ウ
ト
ホ
ー
ル
ン
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
ニ
コ
ラ

ス
・
ウ
ィ
ト
セ
ン
に
宛
て
た
ラ
テ
ン
語
書
簡
で
あ
る
︒
こ
こ
で
評
者
が
想
起
す

る
の
は
︑
西
欧
知
識
人
が
ラ
テ
ン
語
と
自
国
語
あ
る
い
は
近
代
諸
語
を
併
用
し

た
の
は
通
例
で
あ
っ
て
︑
む
し
ろ
出
島
で
は
例
外
で
あ
っ
た
こ
と
︑
ギ
リ
シ
ア

語
の
素
養
が
あ
っ
た
の
は
評
者
の
知
る
限
り
︑
テ
ィ
チ
ン
グ
の
後
任
商
館
長

フ
ァ
ン
・
レ
ー
デ
・
ト
ッ
ト
・
デ
・
パ
ル
ケ
レ
ー
ル
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
︑
吉

雄
耕
牛
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
ま
で
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
︑
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で
漢
学

の
素
養
が
あ
っ
た
の
は
松
村
元
綱
と
本
木
良
永
で
あ
り
︑
漢
詩
を
残
し
た
の
は

松
村
元
綱
の
他
は
知
ら
な
い
こ
と
︑
志
筑
忠
雄
は
た
し
か
に
ケ
ン
ペ
ル
鎖
国
論

の
翻
訳
で
︑
ウ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
詩
句
を
漢
訳
し
た
が
︑
松
村
元
綱
ほ
ど
漢
学
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に
は
通
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
︑
で
あ
る
︒

　
著
者
は
松
浦
静
山
旧
蔵
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
﹃
五
巻
本
博
物
誌
﹄
オ
ラ
ン
ダ
語
版

（
一
六
六
二
（
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
改
訳
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し（

（
（

︑
キ
リ
ス
ト
教

禁
教
下
で
静
山
が
キ
リ
ス
ト
教
的
内
容
の
︑
し
か
も
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
楽
園
図

を
口
絵
に
持
つ
こ
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
博
物
誌
を
入
手
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
︒
し

か
し
︑
静
山
の
求
め
で
松
村
元
綱
が
翻
訳
し
た
﹁
フ
リ
ニ
ウ
ス
略
解
﹂
で
は
︑
原

著
の
博
物
学
的
情
報
の
み
が
抄
訳
さ
れ
︑
キ
リ
ス
ト
教
的
な
部
分
は
完
全
に
無

視
さ
れ
て
い
る
︒

　
日
本
人
の
ラ
テ
ン
語
と
の
接
触
は
︑
地
球
図
や
地
理
書
の
ラ
テ
ン
語
地
名
・

国
名
︑
植
物
書
の
学
名
︑
と
く
に
リ
ン
ネ
二
名
法
が
重
要
で
あ
る
︒
著
者
も
本

木
良
永
や
桂
川
甫
周
の
地
理
研
究
︑
曾
槃
﹃
成
形
図
説
﹄
と
伊
藤
圭
介
﹃
泰
西

本
草
名
疏
﹄﹃
日
本
産
物
志
﹄
の
例
を
挙
げ
る
︒
伊
藤
圭
介
の
著
作
に
み
え
る
漢

名
︑
学
名
︑
片
仮
名
表
記
の
和
名
の
共
存
を
捉
え
て
︑
大
槻
玄
沢
の
著
作
と
同

様
に
︑
ヘ
テ
ロ
グ
ロ
シ
ア
（
異
言
語
併
用
（
と
呼
び
︑
圭
介
の
リ
ン
ネ
二
名
法
採

用
を
進
歩
と
評
価
す
る
︒

　
マ
レ
ー
語
は
出
島
の
ア
ジ
ア
系
奴
隷
が
話
し
て
い
た
言
葉
で
あ
り
︑
オ
ラ
ン

ダ
人
相
手
の
遊
女
（
阿
蘭
陀
行
き
（
も
マ
レ
ー
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
交
ぜ
て
話
し

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
︒

　
文
言
・
漢
文
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
基
本
的
に
競
合
関
係
と
し
て
捉
え
る
著
者
は
︑

﹁
も
し
中
国
語
（
文
言
・
漢
文
（
が
学
問
語
で
な
か
っ
た
ら
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
は
蘭

学
（
西
洋
知
識
（
の
た
め
の
媒
介
言
語
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
た
だ
ろ
う
か
﹂

（
一
七
七
頁
（
と
自
問
し
︑
学
問
語
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
競
争
せ
ず
に
す
ん
だ
面
も

あ
る
が
︑
一
方
で
︑
漢
学
者
に
よ
っ
て
学
問
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
ほ
ど
の
成

功
は
お
さ
め
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︑
と
自
答
す
る
︒
評
者
か
ら
す
れ
ば
︑
歴
史
を

無
視
し
︑
漢
蘭
折
衷
と
い
う
蘭
学
の
基
本
的
性
格
を
無
視
し
た
愚
問
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
︒
蘭
学
塾
に
お
け
る
漢
蘭
折
衷
教
育
︑
と
く
に
厳
密
な
オ
ラ
ン
ダ

語
原
典
講
読
と
漢
文
学
習
を
厳
し
く
課
し
た
坪
井
信
道
塾
が
蘭
学
の
本
流
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
︒

　
朝
鮮
語
に
つ
い
て
は
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
﹃
日
本
﹄
に
お
け
る
朝
鮮
語
研
究
や
朝

鮮
語
資
料
の
収
集
が
言
及
さ
れ
る
︒
ア
イ
ヌ
語
に
つ
い
て
は
特
に
︑
シ
ー
ボ
ル

ト
が
関
与
し
た
蘭
日
ア
イ
ヌ
語
辞
典
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
︑Ser. （（

（
と
独

日
ア
イ
ヌ
語
辞
典
が
紹
介
さ
れ
︑
前
者
は
馬
場
貞
由
︑
後
者
は
最
上
徳
内
の
編

著
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
が
︑
評
者
は
ア
イ
ヌ
語
を
知
ら
な
い
上
に
︑
原
資

料
を
見
て
い
な
い
の
で
評
語
は
差
し
控
え
る
︒

　
ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
は
︑（M

ichel （（（（

（
に
よ
っ
て
︑
一
六
五
〇
年
に
来
日

し
た
ド
イ
ツ
兵
カ
ス
パ
ル
・
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
が
帰
国
後
に
編
纂
し
た
独
日

語
彙
集
が
紹
介
さ
れ
る
が
︑
上
述
の
よ
う
に
︑
ゲ
オ
ル
グ
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
日

本
語
学
習
は
記
載
が
な
い
︒
評
者
と
し
て
は
︑
こ
こ
で
林
子
平
が
長
崎
で
吉
雄

耕
牛
の
所
蔵
本
を
目
撃
し
︑﹃
海
国
兵
談
﹄
に
引
用
し
た
﹁
ケ
レ
イ
キ
ス
ブ
ツ

ク
﹂
す
な
わ
ち
︑
デ
ィ
リ
ヒ
﹃
戦
争
書
﹄（W

. D
illich, Kriegsbuch. Frankfurt am

 

M
ayn, （（（（

（
を
挙
げ
て
お
き
た
い
︒

　
ロ
シ
ア
語
に
つ
い
て
は
︑
大
黒
屋
光
太
夫
の
も
た
ら
し
た
ロ
シ
ア
算
書
（
早
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稲
田
大
学
所
蔵
（︑
桂
川
甫
周
﹃
北
槎
聞
略
﹄︑
馬
場
貞
由
︑
村
上
貞
助
︑
榊
礼
輔

の
ロ
シ
ア
語
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
︒
吉
雄
耕
牛
旧
蔵
の
﹃
新
旧
ロ
シ
ア
帝
国
誌
﹄

は
著
者
の
幕
府
旧
蔵
蘭
書
調
査
報
告
の
成
果
と
し
て
一
八
七
~
一
八
八
頁
の
注

（（
に
書
誌
的
紹
介
が
あ
る
︒
端
本
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
は
よ
い
が
︑
書
店
主
を

著
者
と
誤
っ
て
︑Johannes Broedelet, O

ude en nieuw
e staat van ’ t R ussische of 

M
oskovische Keizerrijk.

と
記
載
し
︑
刊
年
も
発
行
地
も
示
さ
な
い
︒
正
し
く
は

J.F. R
eitz, O

ude en nieuw
e staat van ’t R ussische of M

oskovische K
eizerrijk. 

U
trecht, Johannes Broedelet, （（（（ . （  vols in （ . （ to.

で
あ
る
︒
前
野
良
沢
が
ロ

シ
ア
研
究
の
た
め
に
抄
訳
し
た
原
典
で
あ
る
こ
と
に
言
及
が
な
い
︒

　
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
は
︑
朽
木
昌
綱
が
テ
ィ
チ
ン
グ
か
ら
入
手
し
た
ク

ノ
ー
ル
﹃
貝
譜
﹄︑
サ
ン
ソ
ン
﹃
新
世
界
地
図
帳
﹄
の
フ
ラ
ン
ス
書
︑
マ
ー
リ
ン

﹃
新
仏
蘭
会
話
教
程
﹄︑
コ
ル
ネ
ル
﹃
簡
約
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
﹄
の
会
話
書
︑
つ

づ
い
て
松
浦
静
山
旧
蔵
フ
ラ
ン
ス
書
ド
・
マ
ロ
ー
ル
﹃
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
殿
図

誌
﹄
に
続
い
て
︑
ハ
ル
マ
﹃
蘭
仏
辞
典
﹄︑
本
木
正
栄
﹃
払
郎
察
辞
範
﹄︑
商
館

長
ド
ゥ
ー
フ
の
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
︑
村
上
英
俊
の
﹃
三
語
便
覧
﹄
と
フ
ラ
ン
ス

語
塾
達
理
堂
︑
福
山
誠
之
館
旧
蔵
キ
リ
ア
ヌ
ス
﹃
蘭
羅
仏
対
訳
辞
典
﹄︑
沼
津
兵

学
校
旧
蔵
仏
英
辞
書
︑
幕
府
開
成
所
刊
行
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
本
な
ど
が
記
載
さ

れ
る
︒
ハ
ル
マ
を
ユ
グ
ノ
ー
難
民
（H

uguenot refugee

（
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ

る
︒
本
木
正
栄
﹃
払
郎
察
辞
範
﹄
は
マ
ー
リ
ン
﹃
新
仏
蘭
会
話
教
程
﹄
の
翻
訳

で
あ
る
が
︑
対
訳
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
訳
し
た
に
す
ぎ
ず
︑
正
栄
は
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
習
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

　
英
語
に
つ
い
て
は
︑
本
木
正
栄
﹃
諳
厄
利
亜
興
学
小
筌
﹄
お
よ
び
﹃
諳
厄
利

亜
語
林
大
成
﹄︑
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
﹃
英
和
・
和
英
辞
彙
﹄
に
続
い
て
︑
一
八
五
九

年
に
長
崎
で
出
版
さ
れ
た
匿
名
のA N

ew
 Fam

iliar Phrases of the English and 

Japanese Languages

を
記
載
す
る
︒
こ
の
会
話
書
は
︑
本
木
昌
造
著
﹃
和
英
商
賈

対
話
集 

初
篇
﹄（
一
八
五
九
年
十
二
月 

塩
田
幸
八
刊
（
の
は
ず
で
あ
る
が
︑
稀
覯

本
で
あ
る
た
め
か
︑
著
者
は
直
接
原
本
に
当
た
っ
て
い
な
い
よ
う
で
︑
著
者
名

も
日
本
語
書
名
も
欠
落
し
て
い
る
︒

　
本
章
の
結
論
に
お
い
て
︑
著
者
は
一
六
三
九
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放
後
も
︑

オ
ラ
ン
ダ
語
の
競
合
言
語
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
優
勢
を
保
っ
た
こ
と
︑
十

九
世
紀
初
頭
の
対
外
危
機
か
ら
︑
日
本
人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
以
外
の
英
仏
露
語
を

学
習
し
始
め
た
が
︑
学
問
語
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
っ
と
も
競
合
し
た
の
は

﹁
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
言
﹂（all varieties of literary Sinitic

（
で
あ
り
︑
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑
蘭
学
発
展
の
背
後
に
い
た
の
は
﹁
漢
文
の
読
解
と
翻
訳
に
習
熟

し
た
学
者
た
ち
﹂（scholars trained in the reading and translating C

hinese texts

（

で
あ
っ
た
︑
と
す
る
︒
し
か
し
︑
あ
く
ま
で
漢
蘭
を
競
合
関
係
で
捉
え
︑
こ
の

﹁
学
者
た
ち
﹂
の
具
体
名
や
著
作
︑
蘭
学
者
に
よ
る
蘭
文
漢
訳
の
例
が
示
さ
れ
な

い
た
め
︑
評
者
に
は
疑
問
が
残
る
︒

「
第
五
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
言
語
干
渉
」
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
こ
の
書
評
の
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
﹁
コ
ー
ド
・
ス
ウ
ィ
ッ
チ
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ン
グ
﹂﹁
ギ
ャ
ッ
プ
・
フ
ィ
リ
ン
グ
﹂
の
他
に
︑
社
会
言
語
学
的
事
象
と
し
て

﹁
音
韻
的
干
渉
﹂﹁
語
形
的
統
合
﹂
も
加
え
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
︑
テ
ィ
チ

ン
グ
が
離
日
後
に
出
島
商
館
長
・
商
館
員
︑
朽
木
昌
綱
や
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち

と
交
わ
し
た
蘭
文
書
簡
︑
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
﹃
日
本
風
俗
備
考
﹄

な
ど
の
材
料
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
︑
ラ
テ
ン
語
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
︑
種
々

の
シ
ナ
語
（Sinitic Varieties
（︑
マ
レ
ー
語
︑
な
ど
の
接
触
言
語
ご
と
に
抄
出
列

挙
す
る
︒

　﹁
コ
ー
ド
・
ス
ウ
ィ
ッ
チ
ン
グ
﹂
の
例
を
和
訳
と
と
も
に
挙
げ
れ
ば
︑
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
︒

ラ
テ
ン
語
:Adij

（
本
日
（　dem

ptis

（
を
除
い
て
（　in om

nibus

（
こ
ぞ
っ

て
（　vale

（
さ
ら
ば
（

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
:fidalgo

（
貴
族
（　cappados

（
宦
官
（　pancado

（
白
糸

の
定
価
（

シ
ナ
語
:sam

pan

（
三
板
（　joncq

（
ジ
ャ
ン
ク
（

マ
レ
ー
語
:koelie

（
ク
ー
リ
ー
︑
苦
力
（

　﹁
音
韻
的
干
渉
﹂
と
し
て
顕
著
な
も
の
は
︑Firando

（
平
戸
（︑Finda

（
飛
騨
（︑

Yendo

（
江
戸
（︑N

angasaki

（
長
崎
（
な
ど
︑-g, -d

の
前
で
母
音
が
鼻
音
化
す

る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　
日
本
語
へ
の
﹁
コ
ー
ド
・
ス
ウ
ィ
ッ
チ
ン
グ
﹂
と
し
て
は
︑
テ
ィ
チ
ン
グ
の

書
簡
か
ら
︑

Jedo den （  Rokguats van het （  jaar der N
engo Tenm

y

（
年
号
天
明
六
年
六

月
一
日
江
戸
（

藤
林
普
山
﹃
和
蘭
語
法
解
﹄
へ
の
馬
場
貞
由
の
オ
ラ
ン
ダ
語
序
文
の
日
付
︑

D
en vijf en tw

intigste van fatiguats in het jaar boenkw
a tw

aalfde

（
文
化

十
二
年
八
月
二
十
五
日
（

伊
藤
圭
介
﹃
泰
西
本
草
名
疏
﹄
の
オ
ラ
ン
ダ
語
標
題
紙
の
刊
記
︑

Te N
AG

O
JA, By BO

EN
Z

Y X
I. （（（（（ .

（

が
挙
げ
ら
れ
る
︒
こ
の
刊
記
はBy

の
あ
と
に
書
店
名
が
欠
落
し
て
お
り
︑﹁
文

政
十
一
年
（
一
八
二
八
（　
名
古
屋
　（
　
（
書
店
﹂
を
意
味
す
る
︒

　
日
本
語
の
﹁
発
話
引
用
﹂
の
例
と
し
て
︑
商
館
長
日
記
一
六
四
七
年
一
月
の

大
目
付
・
井
上
政
重
の
発
話
︑

C
apitaijn W

oiensam
m

a fum
beets sinday m

im
aista!

（
上
様
分
別
次
第
見
舞

し
た
（

　
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
か
ら
は
︑

O
eidi di gozarim

asi

（
お
出
で
で
御
座
り
ま
す
（

を
引
用
す
る
︒

　
日
本
語
の
﹁
諺
の
引
用
﹂
例
と
し
て
︑
著
者
は
テ
ィ
チ
ン
グ
書
簡
を
重
視
す

る
︒
す
な
わ
ち
︑
テ
ィ
チ
ン
グ
が
長
崎
奉
行
へ
の
不
満
を
か
こ
つ
日
本
の
友
人

た
ち
に
つ
い
て
︑
通
詞
の
堀
門
十
郎
へ
︑﹁tokakoe oekijo w

a m
am

a naranoe

﹂

（
と
か
く
浮
世
は
ま
ま
な
ら
ぬ
（︑﹁Aketje no tenka m

ika

﹂（
明
智
の
天
下
三
日
（

と
書
き
送
っ
た
例
や
︑
朽
木
昌
綱
あ
て
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
︑
一
八
〇
七

年
六
月
四
日
付
け
で
︑﹁Itsoe w

ari w
o fito ni w

a i ute tsoe m
i no besi kokoro 
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no tow
aba ikaga kotai in

﹂（
偽
り
を
人
に
は
言
ふ
て
罪
延
べ
し
心
の
問
は
ば
い
か
が

こ
た
へ
ん
（
と
書
き
送
り
︑
昌
綱
の
座
右
の
銘
﹁genko m

attakf seijo

﹂（
言
行
全

く
せ
よ
（
を
付
け
加
え
た
例
で
あ
る
︒
と
も
に
愛
好
す
る
諺
を
交
わ
す
こ
と
で

友
情
を
堅
固
に
す
る
と
い
う
著
者
の
解
釈
に
︑
評
者
も
同
意
す
る
が
︑
最
後
の

座
右
の
銘
を
二
二
五
頁
注
（（
で
︑﹁
言
行
全
（
く
（
正
常
﹂
と
い
う
誤
っ
た
読
み

を
し
て
い
る
の
は
拍
子
抜
け
す
る
︒

　﹁
ギ
ャ
ッ
プ
・
フ
ィ
リ
ン
グ
﹂
の
例
は
実
に
豊
富
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
部

類
ご
と
に
若
干
を
抄
出
す
る
に
と
ど
め
よ
う
︒

楽
器
:sam

si

（
三
味
線
（　sam

siespeelsters

（
三
味
線
引
き
の
女
（

銭
貨
:een Itzebo

（
一
分
（　C

obang

（
小
判
（　O

obang

（
大
判
（

度
量
衡
:eenige ikies

（
数
間
（　m

angock

（
万
石
（　catty

（
カ
テ
ィ
︑
一
・

二
五
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ポ
ン
ド
（

衣
服
・
持
ち
物
:catabers

（
帷
子
（　kappakagos

（
合
羽
籠
（　gatane

（
刀
（

飲
食
物
:sackana

（
肴
（　chiaa

（
茶
（　sum

（
広
東
人
参
（　Tiabinto

（
茶

弁
当
（

乗
り
物
:hayafune

（
早
船
（　coebaij

（
小
早
（　Fioosm

aar

（
日
吉
丸
（

そ
の
他
の
品
物
:Fatsenbacks

（
挟
箱
（　G

oza

（
茣
蓙
（

宗
教
:bonzo

（
坊
主
（　Jam

abosi

（
山
伏
（

称
号
:dayrie

（
内
裏
（　sjogoen

（
将
軍
（　O

kinocam
i

（
隠
岐
守
（　

TaijC
oo

（
太
閤
（

役
職
・
職
業
:ottona

（
乙
名
（　bongios

（
番
衆
（　K

eesje(n)s

（
傾
城
（　

ondertolken

（
小
通
詞
（　tolkencollege

（
通
詞
仲
間
（

祭
:bon

（
盆
（　Sitsiseki

（
七
夕
（

地
名
:Faconies gebergte

（
箱
根
山
（　Fiseeng

（
肥
前
（

　﹁
語
形
的
統
合
﹂（M

orphological Integration

（
の
例
を
摘
記
し
よ
う
︒

複
数
:jam

m
abosen

（
山
伏
（　nagam

oetsen

（
長
持
ち
（　fabitaas

（
羽
二

重
（

指
小
辞
:sioubackens

（
小
型
の
重
箱
（　kockiens

（
石
（　barckxkens

（
小

舟
（

属
格
・
形
容
詞
:eenige Firandoos porcelein

（
平
戸
焼
き
数
個
（　een stel 

M
iacosche knoopen

（
ミ
ヤ
コ
の
釦
一
組
（　N

ankijnse joncken

（
南
京

船
（

国
民
:Japanner

（
日
本
人
（　Japanders

（
日
本
人
（　N

ankinders

（
南
京

人
（

「
第
六
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
翻
訳
」
に
つ
い
て

　
著
者
は
本
章
に
お
い
て
︑
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
翻
訳
文
化
論
（Burke （11（

（

に
範
を
と
っ
て
︑
日
本
に
お
い
て
︑
誰
が
（
訳
者
（︑
何
を
（
知
識
の
分
野
（︑
誰

の
た
め
に
︑
如
何
に
（
翻
訳
方
法
（︑
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
翻
訳
を
行
っ
た
か
︑

そ
の
結
果
は
知
識
・
政
治
・
言
語
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
か
︑
を
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文
化
史
的
に
考
察
す
る
︒

　
ま
ず
︑
十
七
世
紀
の
主
な
訳
者
と
訳
書
は
︑
沢
野
忠
庵
（
フ
ェ
レ
イ
ラ
（﹃
阿

蘭
陀
流
外
科
指
南
﹄︑
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
猪
俣
伝
兵
衛
に
よ
る
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ン

ベ
ル
ガ
ー
口
伝
書
︑
大
目
付
・
井
上
政
重
に
よ
る
プ
リ
ニ
ウ
ス
︑
ド
ド
ネ
ウ
ス

の
注
文
︑
向
井
元
升
と
嵐
山
甫
庵
の
オ
ラ
ン
ダ
外
科
研
究
︑
北
条
氏
長
の
ユ
リ

ア
ン
攻
城
法
︑
本
木
了
意
の
レ
メ
リ
ン
解
剖
書
翻
訳
︑
十
八
世
紀
は
楢
林
鎮
山

﹃
紅
毛
外
科
相
伝
﹄︑
今
村
源
右
衛
門
の
ケ
イ
ズ
ル
馬
書
︑
本
木
良
永
と
北
島
見

信
の
世
界
地
理
書
︑
吉
雄
耕
牛
の
馬
文
耕
﹃
厳
秘
録
﹄
蘭
訳
（
伝
わ
ら
ず
（︑
新

井
白
石
﹃
采
覧
異
言
﹄︑
前
野
良
沢
ら
の
﹃
解
体
新
書
﹄︑
大
槻
玄
沢
の
ヘ
イ
ス

テ
ル
外
科
書
訳
︑
宇
田
川
玄
随
訳
ゴ
ル
テ
ル
﹃
西
説
内
科
撰
要
﹄︑
宇
田
川
玄
真

﹃
遠
西
医
範
﹄
お
よ
び
﹃
遠
西
医
方
名
物
考
﹄︑
宇
田
川
榕
菴
﹃
植
学
啓
原
﹄︑
志

筑
忠
雄
﹃
暦
象
新
書
﹄︑
十
九
世
紀
は
馬
場
貞
由
の
蛮
書
和
解
御
用
（
シ
ョ
メ
ー

ル
百
科
事
典
翻
訳
（︑
高
野
長
英
﹃
医
原
枢
要
﹄︑
緒
方
洪
庵
﹃
扶
氏
経
験
遺
訓
﹄︑

小
関
三
英
﹃
泰
西
内
科
集
成
﹄
が
列
挙
さ
れ
る
︒

　
こ
う
し
た
翻
訳
の
流
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
本
木
家
を
中
心
と
す
る
長
崎
蘭
学

と
宇
田
川
家
を
中
心
と
す
る
江
戸
蘭
学
に
分
け
ら
れ
︑
社
会
階
層
的
に
は
︑
特

に
小
関
三
英
が
農
民
出
身
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
︒
宇
田
川
塾
出
身
の
坪
井

信
道
が
開
塾
し
︑
緒
方
洪
庵
ら
が
入
門
し
た
蘭
学
塾
・
日
習
堂
の
重
要
性
に
は

触
れ
て
い
な
い
︒

　
翻
訳
の
分
野
は
医
学
が
重
き
を
な
し
︑
江
戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
翻

訳
書
︑
約
千
点
の
約
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
︑
分
野
別
に
著
者

が
重
要
視
す
る
書
物
が
考
察
さ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
博
物
書
と
し
て
︑
ヨ
ン
ス

ト
ン
﹃
動
物
誌
﹄
と
ド
ド
ネ
ウ
ス
﹃
草
木
誌
﹄
を
挙
げ
︑
次
に
理
化
学
書
と
し

て
︑
最
初
に
平
賀
源
内
﹃
火
浣
布
訳
説
﹄
を
挙
げ
︑（G

oodm
an （111

（
に
よ
っ

て
そ
の
典
拠
が
ウ
ォ
イ
ト
﹃
医
薬
辞
典
﹄
の
ア
ス
ベ
ス
ト
項
目
と
す
る
︒
評
者

と
し
て
は
ウ
ォ
イ
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
や
蘭
学
者
の
必
備
書
と
し
て
広
範
囲
に

普
及
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒
著
者
は

（Tsukahara （11（

（
に
よ
っ
て
︑
化
学
分
野
で
日
高
涼
台
や
藤
林
普
山
が
宇
田
川

榕
庵
と
同
時
代
に
す
ぐ
れ
た
翻
訳
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

　
天
文
・
地
理
学
書
と
し
て
︑
本
木
良
永
︑
司
馬
江
漢
︑
松
村
元
綱
︑
桂
川
甫

周
ら
の
天
明
寛
政
期
の
仕
事
を
挙
げ
た
あ
と
︑
い
き
な
り
箕
作
阮
甫
﹃
八
紘
通

誌
﹄（
一
八
五
一
（
に
飛
び
︑
志
筑
忠
雄
﹃
暦
象
新
書
﹄（
一
八
〇
二
（︑
吉
雄
南

皐
（
常
三
（﹃
西
説
観
象
図
説
﹄（
一
八
二
三
（
に
は
言
及
し
な
い
︒

　
歴
史
書
・
政
治
書
と
し
て
は
︑
小
関
三
英
﹃
那
波
列
翁
伝
﹄（
一
八
三
七
（
と

本
木
正
栄
﹃
軍
艦
考
例
﹄（
一
八
〇
八
（︑
大
塚
同
庵
﹃
和
蘭
官
軍
抜
隊
龍
学
校

全
書
﹄（
一
八
五
五
（
を
あ
げ
る
︒﹃
軍
艦
考
例
﹄
の
典
拠
を
オ
ラ
ン
ダ
︑
フ
ラ

ン
ス
の
資
料
と
し
て
い
る
が
︑
正
し
く
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
書
店
主K

ornelis 

K
ribber （（（（（ –（（（1

（
発
行
の
一
枚
刷
り
銅
版
図
で
あ
る
︒

　
著
者
は
総
合
的
・
一
般
的
な
内
容
の
翻
訳
書
と
し
て
︑
森
島
中
良
﹃
紅
毛
雑

話
﹄（
一
七
八
七
（
と
蛮
書
和
解
御
用
の
成
果
で
あ
る
﹃
厚
生
新
編
﹄（
一
八
一
一

~
一
八
四
六
（
を
同
列
に
扱
う
が
︑
賛
同
し
か
ね
る
︒﹃
紅
毛
雑
話
﹄
は
桂
川
家

サ
ロ
ン
の
共
有
し
て
い
た
西
洋
文
化
情
報
を
総
合
し
た
も
の
で
︑
原
拠
と
な
っ
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た
蘭
書
は
多
様
で
あ
る
︒
一
方
︑﹃
厚
生
新
編
﹄
の
原
典
で
あ
る
七
巻
本
シ
ョ

メ
ー
ル
百
科
事
典
オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
︑
フ
ラ
ン
ス
語
初
版
（
一
七
〇
九
（
の
編
者

シ
ョ
メ
ー
ル
（N

oël C
hom

el, （（（（ –（（（（

（
の
名
前
を
冠
し
て
い
る
が
︑
内
容
的

に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
ド
・
シ
ャ
ル
モ
（J. A. de C

halm
ot, （（（（ –（（1（

（
が
フ
ラ
ン
ス

百
科
全
書
お
よ
び
関
係
の
専
門
書
を
も
と
に
編
纂
し
た
啓
蒙
的
な
百
科
事
典
で

あ
っ
た
︒
し
か
も
︑
著
者
は
﹃
厚
生
新
編
﹄
の
翻
訳
目
的
は
﹁
西
欧
の
全
知
識
﹂

（ʻ allʼ  W
estern know

ledge

（
の
摂
取
で
あ
っ
た
と
す
る
が
︑
実
際
に
は
︑
蘭
学
者

た
ち
が
﹁
利
用
厚
生
﹂
の
立
場
か
ら
︑
意
図
的
に
医
薬
・
本
草
・
農
業
関
連
項

目
を
中
心
に
選
択
し
て
︑
翻
訳
を
分
担
し
︑
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
よ
ら
ず
︑

伝
統
的
な
類
書
形
式
に
編
纂
し
た
の
だ
っ
た
︒

　
次
に
︑
学
術
書
と
は
別
に
︑
行
政
・
法
制
・
通
商
関
係
文
書
の
翻
訳
と
し
て
︑

オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
将
軍
お
よ
び
長
崎
奉
行
の
た
め
に
海
外
情
報
を
編
集
し
た
報

告
書
︑
い
わ
ゆ
る
和
蘭
風
説
書
（
一
六
四
一
~
一
八
五
九
（
お
よ
び
ア
ヘ
ン
戦
争

以
降
︑
追
加
さ
れ
た
別
段
風
説
書
を
挙
げ
る
︒
幕
末
︑
一
八
六
〇
年
代
に
蕃
書

調
所
で
翻
訳
発
行
し
た
﹃
バ
タ
ヒ
ア
新
聞
﹄
も
こ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
て
い
る
︒

ま
た
︑（Verw

ayen （（（（

（
に
よ
っ
て
︑
水
野
忠
邦
の
命
令
に
始
ま
る
オ
ラ
ン
ダ

法
律
書
が
幕
末
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒

　
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
翻
訳
と
し
て
著
者
が
注
目
す
る
の
は
︑
デ
フ
ォ
ー
﹃
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
﹄
の
翻
訳
と
神
田
孝
平
・
訳
﹃
ヨ
ン
ケ
ル
・
フ
ァ
ン
・

ロ
デ
レ
イ
キ
一
件
﹄
で
あ
る
︒﹃
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
﹄
の
最
初
の
日
本

語
訳
に
言
及
し
︑
つ
い
で
横
山
由
清
﹃
魯
敏
孫
漂
荒
紀
略
﹄
を
挙
げ
な
が
ら
︑
最

初
の
翻
訳
者
（
黒
田
麹
廬
（
も
訳
書
名
（
漂
荒
紀
事
（
も
記
載
し
て
い
な
い
︒
か

つ
て
︑
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
典
を
確
定
し
︑
翻
訳
成
立
史
を
解
明
し
た
評
者（

（
（

と

し
て
は
残
念
で
あ
る
︒

　
誰
の
た
め
の
翻
訳
か
︒
著
者
は
幕
府
の
た
め
の
翻
訳
と
し
て
和
蘭
風
説
書
︑

別
段
風
説
書
︑
本
木
正
栄
﹃
軍
艦
考
例
﹄
を
︑
自
分
の
た
め
の
翻
訳
と
し
て
︑
志

筑
忠
雄
﹃
鎖
国
論
﹄︑
神
田
孝
平
﹃
ヨ
ン
ケ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ロ
デ
レ
イ
キ
一
件
﹄

を
挙
げ
る
が
︑
評
者
と
し
て
は
︑
黒
田
麹
廬
﹃
漂
荒
紀
事
﹄
も
後
者
の
例
に
加

え
た
い
︒﹃
解
体
新
書
﹄
は
訳
文
が
﹁
日
本
語
で
は
な
く
︑
漢
文
で
あ
っ
た
﹂
た

め
︑
普
及
し
な
か
っ
た
︑
と
い
う
著
者
の
見
解
に
は
と
て
も
賛
同
で
き
な
い
︒

ク
ル
ム
ス
﹃
解
剖
図
表
﹄
の
漢
訳
﹃
解
体
新
書
﹄
は
学
術
書
と
し
て
ご
く
普
通

の
こ
と
で
あ
り
︑
想
定
さ
れ
た
読
者
は
知
識
人
で
あ
っ
た
︒
知
識
人
に
と
っ
て

漢
文
は
漢
字
文
化
圏
の
共
通
言
語
で
あ
る
と
同
時
に
︑
訓
読
に
よ
っ
て
日
本
語

と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
︒

　
翻
訳
方
法
に
つ
い
て
︑
著
者
は
共
同
訳
の
例
と
し
て
︑
本
木
良
永
・
松
村
元

綱
﹃
阿
蘭
陀
地
図
略
説
﹄
お
よ
び
﹃
阿
蘭
陀
地
球
図
説
﹄︑
前
野
良
沢
ら
の
﹃
解

体
新
書
﹄
を
あ
げ
る
︒
ま
た
︑
翻
訳
・
義
訳
・
直
訳
の
区
別
も
指
摘
す
る
︒
そ

の
具
体
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
著
者
は
松
浦
静
山
旧
蔵
蘭
書
の
ひ
と
つ
︑
書
評

誌
﹃
学
者
の
共
和
国
﹄（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
︑
一
七
一
〇
~
一
七
一
二
︑
一
七
四
〇

~
一
七
五
五
︑
一
七
六
三
~
一
七
七
一
の
不
揃
い
本
三
十
七
冊
（
の
オ
ラ
ン
ダ
語
タ

イ
ト
ル
︑H

et Republyk der geleerden

の
解
題
﹁
学
者
之
会
読
﹂
に
注
目
す
る
︒

こ
の
解
題
は
依
頼
し
た
松
浦
静
山
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
通
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詞
・
志
筑
善
次
郎
に
よ
る
も
の
だ
が
︑
著
者
は
解
題
者
を
志
筑
忠
雄
と
誤
解
し

（
二
九
二
頁
（︑﹁
共
和
国
﹂
の
概
念
の
な
い
﹁
志
筑
忠
雄
﹂
が
身
近
な
﹁
会
読
﹂

文
化
を
も
と
に
﹁
学
者
之
会
読
﹂
と
訳
し
た
こ
と
を
も
っ
て
︑
異
文
化
翻
訳
の

好
例
と
評
価
し
て
い
る
（
二
九
五
頁
（︒
し
か
し
︑
会
読
は
古
典
を
対
象
と
す
る

も
の
で
あ
り
︑
近
代
的
な
書
評
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
︒

　
翻
訳
の
大
多
数
が
刊
本
で
は
な
く
︑
写
本
で
流
通
し
た
原
因
に
つ
い
て
︑
著

者
は
﹃
鎖
国
論
﹄
を
例
に
あ
げ
て
説
明
す
る
︒
幕
府
の
対
外
政
策
か
ら
し
て
刊

行
は
考
え
ら
れ
な
い
（Boot （11（

（
と
︒
し
か
し
︑﹃
鎖
国
論
﹄
が
﹃
異
人
恐
怖

伝
﹄（
一
八
五
〇
（
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
︑
鎖
国
肯
定
論
と
し
て
刊
行
さ
れ
流
布

し
た
事
実
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
︒
翻
訳
医
学
書
の
刊
行
は
漢
方
医
か
ら
反

対
さ
れ
た
と
か
︑
訳
者
が
刊
行
を
好
ま
な
か
っ
た
と
か
︑
秘
伝
扱
い
し
た
と
か
︑

の
理
由
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
評
者
は
︑
江
戸
期
あ
る
い
は
明
治
中

期
頃
ま
で
︑
読
書
人
の
読
書
と
は
筆
写
と
同
義
あ
る
い
は
同
時
並
行
的
に
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
︒
す
な
わ
ち
︑
漢
籍
も
蘭
書
も
ま
ず

筆
写
か
ら
読
書
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

　
翻
訳
が
知
識
・
政
治
・
言
語
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
︑
著
者
は
ま
ず
︑
知

識
面
で
︑
海
外
知
識
の
増
大
と
漢
方
の
権
威
失
墜
︑
地
動
説
・
リ
ン
ネ
二
名
法

の
普
及
に
よ
る
世
界
観
の
転
換
︑﹃
眼
科
新
書
﹄
に
よ
っ
て
西
洋
医
学
の
優
位
性

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
︑
在
村
蘭
学
に
よ
る
知
識
の
普
及
︑
中
国
と
は
異
な
り
︑

蘭
学
が
日
本
人
を
近
代
へ
準
備
し
た
こ
と
︑
を
指
摘
す
る
︒

　
次
に
政
治
面
で
は
︑
蘭
学
者
と
儒
者
・
幕
府
官
僚
を
対
立
的
に
捉
え
︑
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
（
一
八
二
九
（︑
蛮
社
の
獄
（
一
八
三
七
（
を
両
者
の
対
立
と
し
て

説
明
す
る
︒
し
か
し
︑
開
国
か
ら
長
崎
海
軍
伝
習
に
至
る
幕
府
の
開
明
政
策
と

佐
賀
藩
を
先
頭
と
す
る
諸
藩
の
蘭
学
導
入
に
は
触
れ
て
い
な
い
︒

「
第
七
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
日
本
語
の
語
彙
的
、
統
辞
的
、
表
記

的
干
渉
」
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
︑
最
初
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
語
彙
的
干
渉
と
し
て
︑
日
本
語

に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
起
源
の
い
わ
ゆ
る
外
来
語
や
翻
訳
語
を
︑
次
に
︑
統
辞

的
干
渉
と
し
て
︑
関
係
代
名
詞
の
訳
語
﹁
と
こ
ろ
の
﹂︑
受
動
文
の
動
作
主
を
示

す
前
置
詞door

の
訳
語
﹁
に
よ
っ
て
﹂︑
繋
合
動
詞zijn

の
訳
語
と
し
て
訳
文

の
末
尾
に
使
用
さ
れ
る
﹁
で
あ
る
﹂
な
ど
の
表
現
を
︑
最
後
に
︑
書
字
的
干
渉

と
し
て
ロ
ー
マ
字
使
用
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
既
存
の
研
究
成
果
を
要
約
し
て
紹
介
す

る
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
語
起
源
の
外
来
語
・
翻
訳
語
は
︑
接
触
移
入
語
（contact-induced 

w
ords

（
の
概
念
で
捉
え
︑
約
千
語
の
接
触
移
入
語
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
︑
新
た

に
社
会
言
語
学
的
に
分
析
し
︑
そ
の
成
果
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
い
る
︒
こ
こ

で
は
︑
著
者
作
成
の
一
覧
表
の
各
下
位
区
分
か
ら
代
表
的
な
語
を
一
~
二
語
選

び
︑
簡
略
な
表
に
縮
小
し
て
全
体
の
構
造
を
示
す
︒
用
語
の
和
訳
は
評
者
の
仮

訳
で
あ
る
︒
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単
語
借
用
（lexical borrow

ing

（

　
　
借
用
語
（loanw

ords

（ 

三
六
一
語

　
　
　
　
純
粋
借
用
語
（pure loanw

ords

（ 

三
一
五
語

　
　
　
　
　
　
　
植
物
（
六
三
語
（:
ア
カ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
化
学
（
八
〇
語
（:
ガ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
飲
食
（
二
〇
語
（:
コ
ー
ヒ
ー

　
　
　
　
　
　
　
数
学
（
二
語
（:
コ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
医
学
（
三
五
語
（:
チ
フ
ス

　
　
　
　
　
　
　
理
学
（
二
七
語
（:
レ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
航
海
（
一
一
語
（:
マ
ド
ロ
ス
︑
マ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
工
学
（
二
一
語
（:
ダ
ラ
イ
（
旋
盤
（︑
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
出
島
職
名
（
七
語
（

　
　
　
　
　
　
　
雜
（
四
九
語
（:
イ
ン
ク
︑
ペ
ン
︑
シ
ナ

　
　
　
　
混
合
借
用
語
（loanblends

（ 
四
六
語

　
　
　
　
　
　
　
植
物
（
六
語
（:
ア
ロ
エ
軟
膏
︑
コ
ル
ク
樫

　
　
　
　
　
　
　
化
学
（
一
八
語
（:
ラ
イ
デ
ン
瓶
︑
炭
酸
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
　
医
学
（
六
語
（:
ア
キ
レ
ス
腱
︑
リ
ン
パ
腺

　
　
　
　
　
　
　
雜
（
一
六
語
（:
缶
詰
︑
ズ
ッ
ク
靴

　
転
用
（loanshifts

（ 

一
二
七
語

　
　
拡
大
転
用
（extensions

（ 

五
語
（
秒
︑
カ
ピ
タ
ン
（

　
　
翻
訳
転
用
（loan translations, calques

（ 

一
二
二
語

　
　
　
　
　
　
　
化
学
（
三
二
語
:
窒
素
︑
元
素
（

　
　
　
　
　
　
　
文
法
（
一
一
語
:
代
名
詞
︑
冠
詞
（

　
　
　
　
　
　
　
医
学
（
五
三
語
:
母
斑
︑
鼓
膜
︑
病
院
＊
（

　
　
　
　
　
　
　
理
学
（
一
七
語
:
引
力
︑
重
力
（

　
　
　
　
　
　
　
雜
（
九
語
:
乳
酸
︑
植
民
＊
（

　
現
地
造
語
（native creations

（ 

八
五
語

　
　
純
粋
現
地
造
語
（purely native creations

（ 

二
二
語

　
　
　
　
　
　
　
雜
（
一
六
語
:
望
遠
鏡
︑
大
気
︑
鎖
国
＊
（

　
　
　
　
　
　
　
星
座
（
六
語
:
白
羊
宮
︑
人
馬
宮
（

　
　
混
合
造
語
（hybrid creations

（ 

四
七
語

　
　
　
　
　
　
　
飲
食
（
三
語
:
ジ
ャ
ガ
芋
︑
レ
ン
ズ
豆
（

　
　
　
　
　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
（
三
五
語
:
オ
ラ
ン
ダ
芹
︑
オ
ラ
ン
ダ
行
（

　
　
　
　
　
　
　
蘭
（
一
〇
語
:
蘭
学
︑
蘭
方
（

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
エ
ス

（
二
語
:
八
重
洲
地
下
街
︑
八
重
洲
北
口
（

　
　
　
　
　
　
　
雜
（
七
語
:
ガ
ス
台
︑
ゴ
ム
印
（

　
　
　
　
　
　
　
外
国
語
形
態
素
（
二
〇
語
:
ア
ロ
エ
ク
リ
ー
ム
︑
ブ
リ
キ
缶
（

　
上
例
中
︑
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
付
け
た
﹁
病
院
﹂﹁
植
民
﹂﹁
鎖
国
﹂
に
つ
い
て
︑

評
者
の
見
解
を
述
べ
よ
う
︒
著
者
は
（Vos （（（（

（
に
よ
っ
て
︑﹁
病
院
﹂
の
訳

語
を
挙
げ
（
三
九
一
頁
（︑
注
（（
に
お
い
て
︑
森
島
中
良
﹃
紅
毛
雑
話
﹄（
一
七
八
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七
（
の
﹁
病
院
﹂
項
目
か
ら
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
﹁
ガ
ス
ト
ホ
イ
ス
﹂（
オ
ラ
ン
ダ

語gasthuis
（
を
﹁
明
人
病
院
と
訳
す
﹂
と
い
う
箇
所
を
引
用
し
な
が
ら
︑
そ
の

典
拠
が
艾
儒
略
﹃
職
方
外
記
﹄（
一
六
二
三
（
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
︑﹁
漢
訳

語
の
病
院
が
ど
の
よ
う
に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ガ
ス
ト
ホ
イ
ス
の
代
わ
り
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
﹂
と
留
保
す
る
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
安
永
天
明
期
年
間
の
蘭
学
勃
興
期
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
地
理
書
よ
り
も

先
に
︑
漢
訳
地
理
書
の
﹃
職
方
外
記
﹄
が
流
行
し
た
た
め
に
︑﹁
病
院
﹂﹁
貧
院
﹂

﹁
幼
院
﹂
の
漢
訳
語
が
先
に
流
布
し
︑
蘭
学
者
た
ち
は
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
オ
ラ

ン
ダ
語
﹁
ガ
ス
ト
ホ
イ
ス
﹂（gasthuis

（︑﹁
ア
ル
ム
ホ
イ
ス
﹂（arm

huis

（︑﹁
ヰ

ス
ホ
イ
ス
﹂（w

ijshuis

（
を
あ
と
か
ら
注
釈
語
と
し
て
当
て
た
の
が
実
情
で
あ
り
︑

こ
れ
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
語
が
外
来
語
と
し
て
定
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒﹃
職
方

外
記
﹄
流
行
の
先
鞭
を
付
け
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
本
木
良
永
と
松
村
元
綱

で
あ
っ
た（

（1
（

︒

　﹁
植
民
﹂
は
著
者
が
示
す
よ
う
に
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語volksplanting
の
古
語

volkplanting

の
訳
語
で
あ
る
が
︑
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は

本
木
良
永
で
あ
っ
た
︒
訳
書
﹃
阿
蘭
陀
地
球
図
説
﹄（
一
七
七
二
（
で
︑
ス
ペ
イ

ン
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
進
出
を
示
す
原
語volkplanting

を
﹁
ホ
ル

コ
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
﹂
と
音
訳
し
﹁
人
民
蕃
育
ノ
術
﹂
と
注
釈
し
て
い
る
︒
訳

語
﹁
植
民
﹂
は
志
筑
忠
雄
﹃
鎖
国
論
﹄（
一
八
〇
一
（
で
︑
ケ
ン
ペ
ル
の
原
文
に

日
本
発
見
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
つ
い
て
︑﹁aangelokt door het vooruitzicht 

van w
inst, m

aakten zy daar groote volkplantingen

﹂
と
あ
る
箇
所
を
︑
彼
ら
は

﹁
幾
程
な
き
に
現
前
の
利
に
誘
わ
れ
大
に
是
地
に
植
民
﹂
し
た
と
訳
し
た
の
が

初
出
で
あ
る（

（（
（

︒

　
著
者
は
﹁
鎖
国
﹂
は
志
筑
忠
雄
の
造
語
で
あ
り
︑
そ
の
原
語
と
し
て
︑
ラ
テ

ン
語
の
語
句regnum

 clausum

（
閉
ざ
さ
れ
た
国
（
を
挙
げ
る
︒
し
か
し
︑﹁
鎖

国
﹂
の
語
は
志
筑
の
訳
書
﹃
鎖
国
論
﹄
の
書
名
が
初
出
で
あ
り
︑
ケ
ン
ペ
ル
﹃
日

本
史
﹄
オ
ラ
ン
ダ
語
版
（
一
七
七
三
（
の
付
録
Ⅵ
の
長
文
タ
イ
ト
ル

﹁O
nderzoek, of het vanbelang is voor ʼ t Ryk van Japan om

 het zelve geslooten 

te houden, gelyk het nu is, en aan desselfs Inw
ooners niet toe te laaten 

K
oophandel te dryven m

et uytheem
sche N

atien ʼ t zy binnen of buyten ʼ s 

Lands.

﹂（
日
本
国
を
現
在
の
よ
う
に
閉
じ
た
ま
ま
に
保
つ
こ
と
が
︑
ま
た
︑
国
内
で

あ
れ
国
外
で
あ
れ
︑
こ
の
国
の
住
民
に
他
国
民
と
の
交
易
を
許
さ
な
い
こ
と
が
︑
こ
の

国
に
と
っ
て
緊
要
で
あ
る
や
否
や
の
考
察
（
を
要
約
し
て
﹁
鎖
国
論
﹂
と
翻
訳
し

た
も
の
で
あ
る
︒
ラ
テ
ン
語regnum

 clausum

は
ケ
ン
ペ
ル
﹃
廻
国
奇
観
﹄

（Am
œ

nitatum
 exoticarum

, （（（（

（
第
Ⅱ
部
第
（（
報
告
の
ラ
テ
ン
語
タ
イ
ト
ル（

（（
（

に

現
れ
る
語
句
で
あ
っ
て
︑
志
筑
が
こ
の
ラ
テ
ン
語
報
告
に
接
し
た
こ
と
を
評
者

は
知
ら
な
い
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
語
の
干
渉
に
よ
る
ロ
ー
マ
字
使
用
の
例
と
し
て
は
︑
薩
摩
藩
主
・

島
津
重
豪
が
秘
密
を
守
る
た
め
に
書
い
た
ロ
ー
マ
字
日
記
︑
福
知
山
藩
主
・
朽

木
昌
綱
が
商
館
長
テ
ィ
チ
ン
グ
あ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
書
簡
で
日
本
の
日
付
を
伝
え

る
た
め
に
用
い
た
元
号
・
月
の
ロ
ー
マ
字
表
記
︑
司
馬
江
漢
や
亜
欧
堂
田
善
が

異
国
趣
味
を
示
す
た
め
に
用
い
た
ロ
ー
マ
字
署
名
や
ロ
ー
マ
字
表
記
︑
山
東
京
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伝
の
読
本
﹃
箕ミ

間け
ん

尺
じ
や
く

参さ
ん

人に
ん

酩な
ま

酊ゑ
ひ

﹄（
一
七
九
四
（
の
表
紙
に
用
い
ら
れ
た
装
飾

的
な
ロ
ー
マ
字
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
最
後
の
例
に
つ
い
て
︑
評
者
が
付
言
す
れ
ば
︑

正
確
に
は
四
周
に
ロ
ー
マ
字
を
配
し
た
絵
入
り
の
内
扉
（
木
版
（
を
︑
表
紙
に

題
簽
代
わ
り
に
張
り
付
け
た
も
の
で
︑
ロ
ー
マ
字
の
な
か
に
︑IO

H
AN

II

︑

D
O

D
O

N
AEU

S
な
ど
の
人
名
が
認
め
ら
れ
る
︒

　
著
者
は
ロ
ー
マ
字
に
使
用
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
﹁
ゴ
シ
ッ
ク
体
︑
イ
タ

リ
ッ
ク
体
な
ど
様
々
な
書
体
﹂（
三
九
一
頁
（
を
説
明
し
た
書
物
と
し
て
後
藤
梨

春
﹃
紅
毛
談
﹄（
一
七
六
五
（
を
取
り
上
げ
︑
後
藤
がb[beː ]

に
﹁
ベ
﹂︑v[veː ]

に
﹁
イ
ユ
﹂
の
発
音
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
︑
日
本
人
の
オ
ラ
ン
ダ
語

発
音
学
習
の
困
難
さ
を
い
や
増
す
も
の
と
説
明
し
て
い
る
︒
こ
の
説
明
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
名
称
と
音
価
を
混
同
し
た
も
の
で
︑
当
た
ら
な
い
︒

　
著
者
がFIG

U
R

E （（

（
三
九
二
頁
（
に
写
真
を
掲
げ
る
﹃
紅
毛
談
﹄
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
図
で
は
︑
小
文
字
筆
記
体
が
﹁
テ
レ
ツ
キ
リ
ヤ
ツ
ト
ル
（
草
書
の

如
き
も
の
な
り
俗
に
か
ら
く
さ
文
字
と
云
も
の
な
り
（﹂︑
大
文
字
ロ
ー
マ
ン
書
体

が
﹁
メ
ル
ウ
リ
ヤ
ツ
ト
ル
（
行
字
の
如
き
も
の
な
り
（﹂︑
小
文
字
ゴ
シ
ッ
ク
書
体

が
﹁
ド
ク
ル
リ
ヤ
ツ
ト
ル
（
印
板
ニ
用
る
字
な
り
真
字
の
如
き
も
の
な
り
（﹂
の
見

出
し
と
説
明
の
も
と
に
木
版
で
表
示
さ
れ
て
︑
各
文
字
の
名
称
は
︑
例
え
ば

﹁
Ｔ 

テ
／
Ｕ 

ユ
／
Ｖ 

イ
ユ
／
Ｗ 

ド
ブ
ル
ト
イ
ユ
﹂
の
よ
う
に
カ
ナ
書
き
で
示

さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
︑﹁
テ
レ
ツ
キ
リ
ヤ
ツ
ト
ル
﹂
はtrekletter

（
ト
レ
ッ
ク

レ
ッ
テ
ル
︑
筆
記
体
（︑﹁
メ
ル
ウ
リ
ヤ
ツ
ト
ル
﹂
はm

erkletter

（
メ
ル
ク
レ
ッ
テ

ル
︑
折
り
丁
記
号
書
体
の
意
︑
ロ
ー
マ
ン
書
体
を
さ
す
（︑﹁
ド
ク
ル
リ
ヤ
ツ
ト
ル
﹂

はdrukletter

（
ド
リ
ュ
ッ
ク
レ
ッ
テ
ル
︑
印
刷
書
体
の
意
︑
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
を
さ
す
（

の
音
訳
の
崩
れ
た
形
で
あ
る
︒
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
をdrukletter

と
呼
ぶ
の
は
︑
オ

ラ
ン
ダ
語
書
物
の
本
文
に
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
が
使
用
さ
れ
た
十
六
~
十
七
世
紀
の

名
残
り
で
あ
る
︒﹁
ド
ブ
ル
ト
イ
ユ
﹂
はdubbeld V

（
重
ね
た
Ｖ
の
意
（
の
音
訳

で
あ
る
︒﹁
Ｕ 

ユ
／
Ｖ 

イ
ユ
﹂
の
名
称
も
両
文
字
を
区
別
せ
ず
併
用
し
た
十
六

~
十
七
世
紀
の
名
残
り
で
あ
る
︒
評
者
に
は
︑
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
図
に
見

ら
れ
る
日
蘭
ひ
い
て
は
日
欧
の
書
字
的
干
渉
の
方
が
興
味
深
い
︒

「
第
八
章
　
言
語
移
行
と
言
語
後
退
」
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
︑
社
会
言
語
学
の
言
語
移
行
（language shift

（
概
念
を
援
用
し
︑
日

本
に
お
い
て
特
権
的
な
外
国
語
（
ま
た
は
広
域
通
用
語
（
の
地
位
を
占
め
た
オ
ラ

ン
ダ
語
が
十
九
世
紀
を
通
じ
て
徐
々
に
英
仏
独
語
へ
地
位
を
譲
り
︑
や
が
て
衰

退
し
た
歴
史
を
三
期
に
分
け
て
文
化
史
的
に
叙
述
す
る
︒

　
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
来
航
（
一
八
〇
四
（︑
英
船
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
（
一

八
〇
八
（
か
ら
ペ
リ
ー
来
航
（
一
八
五
三
（
ま
で
の
第
一
期
に
お
い
て
︑
幕
府
は

当
初
︑
フ
ラ
ン
ス
語
︑
英
語
と
ロ
シ
ア
語
の
学
習
を
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
語
通
辞

に
命
じ
た
が
︑
著
者
は
通
辞
の
フ
ラ
ン
ス
語
・
ロ
シ
ア
語
学
習
に
は
触
れ
な
い
︒

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
森
山
栄
之
助
が
長
崎
滞
在
中
（
一
八
四
八
~
一
八
四
九
（
の
ア

メ
リ
カ
人
漂
流
民
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
教
え
ら
れ
︑
英
語
に
上
達

し
た
こ
と
は
︑
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
お
よ
び
一
八
五
一
年
に
出
島
に
滞
在
し
た
オ
ラ
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ン
ダ
人
船
長
コ
ウ
ル
ネ
リ
ス
・
ア
ッ
セ
ン
ド
ル
フ
・
デ
・
コ
ー
ニ
ン
グ
の
証
言

で
示
さ
れ
る
︒

　
次
に
︑
著
者
は
幕
命
に
よ
り
出
島
で
作
成
さ
れ
た
輸
入
蘭
書
目
録
﹃
銘
書

帳
﹄（
一
八
三
九
~
一
八
五
九
︑
永
積 

一
九
九
八
（
お
よ
び
佐
賀
藩
鍋
島
家
所
蔵
洋

書
目
録
（
松
田 

二
〇
〇
六
（
に
お
け
る
英
語
︑
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
書
・
対
訳

辞
典
の
増
加
︑
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
一
八
四
〇
年
~
一
八
五
〇
年
代
中
葉
に
お
け

る
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
翻
訳
書
の
飛
躍
的
増
加
を
指
摘
し
︑
洋
学
知
識
摂
取
に

お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
重
要
性
と
と
も
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
の
サ
ー
レ
ク
ト

（thurlect

︑
他
言
語
学
習
の
た
め
の
媒
介
語
（
と
し
て
の
役
割
を
強
調
す
る
︒
著
者

は
こ
こ
で
︑
総
称
﹃
銘
書
帳
﹄
をM

eisho-chō

と
し
て
い
る
が
︑
各
年
の
輸
入

蘭
書
目
録
の
原
本
に
は
多
く
﹁
~
持
渡
候
書
籍
銘
書
﹂
の
書
名
が
付
け
ら
れ
て

お
り
︑﹃
銘な

書が
き

帳ち
ょ
う﹄

と
読
む
べ
き
で
あ
る
︒
ま
た
︑
日
本
語
を
見
出
し
語
と
す
る

仏
英
蘭
三
カ
国
語
分
類
語
彙
で
あ
る
村
上
英
俊
﹃
三
語
便
覧
﹄（
一
八
五
四
（
の

刊
行
は
第
二
期
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
︒

　
神
奈
川
条
約
（
一
八
五
四
（
か
ら
明
治
維
新
（
一
八
六
八
（
ま
で
の
第
二
期
に

つ
い
て
は
︑
著
者
は
ま
ず
︑
長
崎
海
軍
伝
習
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
が
派
遣

し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
教
官
や
医
官
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト

が
諸
藩
か
ら
の
伝
習
生
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
講
義
し
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
書
・
兵

書
・
理
学
入
門
書
の
和
刻
本
が
続
々
と
出
版
さ
れ
る
な
ど
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習

の
活
況
を
叙
述
す
る
︒
ま
た
︑﹃
銘
書
帳
﹄
に
よ
っ
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
用
の
Ｒ
・

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
イ
ル
﹃
フ
ラ
ン
ス
語
教
本
﹄（
一
八
四
三
（
お
よ
び
リ
ン
ド

レ
ー
・
マ
レ
ー
﹃
英
文
法
﹄（
一
八
五
二
（
が
大
量
に
舶
載
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘

す
る
︒
次
に
︑
幕
府
の
蕃
書
調
所
（
一
八
五
六
設
立
（
に
お
け
る
箕
作
阮
甫
な
ど

蘭
学
者
の
翻
訳
事
業
と
英
語
研
究
へ
の
シ
フ
ト
（
一
八
六
〇
年
頃
（︑
福
沢
諭
吉

の
英
語
学
習
と
﹃
増
訂
華
英
通
語
﹄（
一
八
六
〇
（
の
出
版
︑
大
隈
重
信
︑
中
村

正
直
の
英
語
学
習
︑
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
系
ア
メ
リ
カ
人
Ｃ
・
Ｊ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ

ン
︑
Ｇ
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
活
躍
を
述
べ
︑
最
後
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
が
日
本
と
諸

外
国
の
条
約
締
結
交
渉
に
お
け
る
外
交
言
語
と
し
て
な
お
重
要
な
位
置
を
し
め

た
こ
と
を
例
示
す
る
︒
第
二
期
の
叙
述
に
︑
蕃
書
調
所
に
お
け
る
堀
達
之
助

﹃
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
﹄（
一
八
六
二
（
の
編
訳
刊
行
が
漏
れ
て
い
る
の
は
残
念

で
あ
る
︒

　
第
三
期
の
明
治
維
新
以
降
︑
医
師
Ｋ
・
ハ
ラ
タ
マ
︑
薬
学
者
Ａ
・
Ｃ
・
Ｊ
・

ヘ
ー
ル
ツ
︑
土
木
技
師
Ｃ
・
Ｊ
・
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
お
よ
び
Ｊ
・
デ
・
レ
イ

ケ
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
人
御
雇
教
師
の
活
躍
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
は
科

学
技
術
の
専
門
分
野
で
急
速
に
衰
退
す
る
︒
著
者
は
専
門
分
野
に
お
け
る
オ
ラ

ン
ダ
語
離
れ
の
重
要
な
事
象
と
し
て
︑
専
門
語
を
多
く
含
む
英
漢
辞
典
の
役
割

を
指
摘
す
る
が
︑
そ
の
例
と
し
て
村
田
文
夫
編
﹃
洋
語
音
訳
筌
﹄（
一
八
七
二
（

を
挙
げ
る
の
は
い
た
だ
け
な
い
︒
著
者
は
本
書
を
︑
英
漢
辞
典
に
よ
っ
て
翻
訳

し
た
漢
訳
洋
書
の
和
刻
本
を
も
と
に
専
門
語
を
編
纂
し
た
も
の
と
説
明
す
る
が
︑

実
際
は
時
事
的
な
地
名
・
人
名
の
漢
訳
表
記
辞
典
に
過
ぎ
な
い
︒

　
著
者
は
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ヒ
ト
の
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
﹂
に
見

立
て
︑
そ
の
死
を
明
治
の
物
理
学
者
・
山
川
健
次
郎
編
﹃
物
理
学
術
語
和
英
仏
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独
対
訳
辞
書
﹄（
東
京
︑
一
八
八
八
（
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
が
消
え
た
事
実
に
見
出

し
て
い
る（

（（
（

︒
そ
の
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
蘭
訳
﹃
舌
切
雀
﹄︑
す
な
わ
ち
オ
ラ
ン

ダ
海
軍
技
師
フ
ァ
ン
・
ス
ヘ
ル
ム
ベ
ー
ク
（Pieter G

erand van Scherm
beek

（
が

著
し
た
絵
入
り
の
﹃
フ
ア
ン
ス
ケ
ル
ン
ベ
ー
キ
訳
述
舌
切
雀
﹄（
東
京
︑
弘
文
社
︑

一
八
八
六
（
を
︑
著
者
は
日
本
で
出
版
さ
れ
た
最
後
の
オ
ラ
ン
ダ
語
書
と
し
て
︑

カ
ラ
ー
挿
図
（FIG

U
R

E （（ , 
四
二
三
頁
（
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
︒

　﹃
舌
切
雀
﹄
の
書
名
は
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
瀕
死
に
偶
然
に
も
合

致
し
て
お
り
︑
読
者
の
憐
れ
を
誘
う
が
︑
評
者
と
し
て
は
︑
仏
独
英
蘭
日
の
軍

事
用
語
辞
典
﹃
五
国
対
照
兵
語
字
書
﹄（
西
周
序
︑
参
謀
本
部
︑
一
八
八
一
（
も
︑

十
九
世
紀
初
頭
の
対
外
危
機
以
来
︑
西
洋
兵
学
摂
取
の
歴
史
に
お
い
て
︑
な
が

ら
く
独
占
的
地
位
を
占
め
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
瀕
死
状
態
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
︑

加
え
た
い
︒

　
以
上
︑
本
書
を
通
読
し
て
目
に
と
ま
っ
た
事
例
や
問
題
点
を
章
ご
と
に
取
り

上
げ
︑
見
解
を
加
え
た
︒
評
者
は
社
会
言
語
学
に
疎
く
︑
い
さ
さ
か
我
田
引
水

に
過
ぎ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
著
者
が
三
百
年
間
に
日
本
で
使
用

さ
れ
た
﹁
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ラ
ン
ダ
語
﹂
の
事
例
を
膨
大
な
一
次
資
料
群
か
ら
摘

出
し
︑
既
存
の
関
係
研
究
書
を
参
照
し
て
︑
こ
の
大
著
を
ま
と
め
ら
れ
た
労
苦

を
多
と
し
た
い
︒
本
書
で
利
用
さ
れ
た
日
本
語
一
次
資
料
の
書
名
索
引
（
検
索

番
号
付
き
︑
四
六
五
~
四
七
四
頁
（
は
英
語
圏
研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
日
本
人

研
究
者
に
も
有
益
で
あ
る
︒

注（
（
（ 

以
下
︑
研
究
文
献
は
刊
行
年
の
み
を
示
し
︑
書
名
等
は
本
書
の
文
献
目
録
に
譲
る
︒

（
（
（ 

本
書
の
表
記M

ats ūra

はM
atsura

が
正
し
い
︒

（
（
（ 

紹
介
し
た
こ
と
は
本
書
一
一
四
頁
に
記
載
さ
れ
る
︒

（
（
（ 

松
田
清
（
一
九
八
九
（﹃
洋
学
の
書
誌
的
研
究
﹄
臨
川
書
店
︑
三
四
九
頁
︒
松
田
清
（
二

〇
〇
二
（﹁
松
浦
静
山
旧
蔵
未
公
開
貴
重
資
料
目
録
﹂﹃
蒹
葭
堂
時
代
の
日
本
文
化
︱
︱

旅
と
サ
ロ
ン
と
開
か
れ
た
知
性
﹄
特
定
領
域
研
究
（
Ａ
（﹁
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
﹂
総
括

班
︑
記
載
の
﹁
満ま

黎れ

意い

思す

烈れ
つ

的て

廬る

﹂
解
題
お
よ
び
口
絵
写
真
︑
参
照
︒
静
山
の
識
語
に

よ
れ
ば
︑
天
明
六
年
に
商
館
長
ロ
ン
ベ
ル
フ
に
命
じ
て
︑
そ
の
従
者
で
バ
タ
ヴ
ィ
ア
近

傍
生
ま
れ
の
十
七
歳
の
青
年
に
マ
レ
ー
文
字
を
書
か
せ
た
と
い
う
︒

（
（
（ 

﹃
蘭
語
訳
撰
﹄
を
﹁w

oodblock-print D
utch-Japanese lexicon

﹂（
七
八
頁
（
と
説
明
し

て
い
る
が
︑Japanese-D

utch lexicon

の
誤
り
で
あ
る
︒

（
（
（ 

長
崎
の
悟
真
寺
の
名
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
掛
川
の
天
然
寺
の
名
は
示
さ

れ
て
い
な
い
︒

（
（
（ 

佐
賀
藩
蘭
書
目
録
の
部
立
て
﹁
度
学
并
算
学
書
﹂
の
読
み
︑dogaku heisangaku sho

は
誤
り
︒

（
（
（ 

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
原
典
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
訳
が
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
的
編
訳
で

あ
っ
た
︒
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
特
徴
は
︑
む
し
ろ
近
代
オ
ラ
ン
ダ
人
旅
行
家
の
著
作
か
ら

の
豊
富
な
引
用
に
あ
り
︑
松
村
元
綱
の
抄
訳
も
そ
の
新
情
報
に
力
点
が
あ
っ
た
︒

（
（
（ 

松
田
清
（
一
九
八
九
（︑
一
九
七
~
二
一
九
頁
参
照
︒

（
（1
（ 

﹃
職
方
外
記
﹄
の
翻
訳
﹃
万
国
地
理
図
説
﹄（
写
本
︑
長
崎
文
化
博
物
館
所
蔵
本
木
家

寄
託
資
料
（
は
両
者
に
よ
る
安
永
年
間
の
共
訳
と
推
定
さ
れ
る
︒
な
お
︑
明
治
初
年
ま

で
は
︑﹁
養
生
所
﹂
や
﹁
療
病
院
﹂
が
定
着
し
て
お
り
︑﹁
病
院
﹂
が
そ
れ
ら
に
代
わ
る

経
緯
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
︒

（
（（
（ 
﹃
講
談
社
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
﹄（
一
九
九
四
（
九
一
九
頁
︑volksplanting

項
目
の
評
者

執
筆
コ
ラ
ム
参
照
︒

（
（（
（ 

タ
イ
ト
ル
原
文
（
四
七
八
頁
（
は
﹁Relation X

IV. Regnum
 Japoniæ optim

â ratione, 
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ab egressu civium
, &

 exterarum
 gentium

 ingressu &
 com

m
unione, clausum

.

﹂（
第

XIV

報
告
︒
日
本
国
は
市
民
の
出
国
と
外
国
人
の
入
国
お
よ
び
交
通
が
厳
し
く
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
こ
と
（︒
ま
た
︑
第
Ⅱ
部
目
次
（
二
五
二
頁
（
に
は
﹁（（ . Regnum

 Japoniæ optim
â 

ratione clausum
.

﹂（
（（
.
日
本
国
は
厳
し
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
と
あ
る
︒

（
（（
（ 

た
だ
し
︑
こ
の
対
訳
辞
書
の
日
本
語
タ
イ
ト
ル
が
本
書
の
本
文
注
に
も
索
引
に
も
見

当
た
ら
な
い
︒




